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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

平成 30 年３月に改訂した「姫路市男女共同参画プラン 2022 改訂版」を見直し、市の実情にあ

った新プラン策定の基礎資料として調査を実施するものです。 

 

２ 調査対象 

姫路市のすべての一般職員（再任用・任期付を含む） 

ただし、会計年度任用職員及び市立高等学校・中学校・小学校・幼稚園の教職員を除く 

 

３ 調査期間 

令和３年２月 16 日から令和３年３月 12 日 

 

４ 調査方法 

電子申請システムによる回答 

一部、調査票による回答の回収 

 

５ 回収状況 

対象人数 有効回答数 有効回答率 

3,927 人 3,044 件 77.5％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを  で網

かけをしています。（無回答を除く） 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・性別によるクロス集計おいて、「その他」「無回答」を選択した方の総数が小さい（11 人）た

め「女性」「男性」のみを対象とします。 

・クロス集計の表では、回答者が０人のものは「－」で表記しています。 
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［比較分析する調査の概要］ 

調査主体 調査名 調査時期 

姫路市 
男女共同参画に関する職員意識調査 

（平成 28 年調査） 
平成 28 年２月 

姫路市 
男女共同参画に関する職員意識調査 

（平成 23 年調査） 
平成 23 年８月 

姫路市 
男女共同参画に関する職員意識調査 

（平成 17 年調査） 
平成 17 年８月 
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Ⅱ 調査結果のまとめ 

【１】男女共同参画の状況について 

１ 各分野における男女の地位（問１）：15 ページ 

「③学校教育の場」では、「平等」の割合が比較的高いものの、すべての分野において、『男性

優遇』（「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」

を合わせたものをいう。以下同じ。）の割合が『女性優遇』（「女性の方が非常に優遇されている」

と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」を合わせたものをいう。以下同じ。）の割合を

上回っており、特に、「⑦社会通念、慣習・しきたり」、「④政治の場」で『男性優遇』の割合が高

くなっています。 

平成 28 年調査と比較して、「④政治の場」で『男性優遇』の割合が 3.4 ポイント高くなってい

ます。また、「⑥法律や制度」で『男性優遇』の割合が 5.6 ポイント低くなっています。 

 

２ 男女共同参画を進めていくために重要なこと（問２）：24 ページ 

「男女にかかわる、さまざまな偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること」の割

合が最も高く、次いで「女性自身が経済力をつけたり知識・技術を習得したりするなど、積極的

に力の向上をはかること」の順となっています。また、「男女にかかわる、さまざまな偏見、固定

的な社会通念、慣習・しきたりを改めること」の割合は、男性に比べ、女性で 11.1 ポイント高く

なっています。 

平成 28 年調査と比較して、「男女にかかわる、さまざまな偏見、固定的な社会通念、慣習・し

きたりを改めること」の割合が５ポイント以上高くなっています。 

 

３ 男女不平等が生じる原因（問３）：26 ページ 

「男女の役割についての固定観念」の割合が最も高く、次いで「社会の慣習やしきたり」、「男

女の生まれつきの身体的・生理的な差」の順となっています。また、「男女の役割についての固定

観念」、「社会の慣習やしきたり」、「男性の自覚や理解の不足」の割合は、男性に比べ、女性で 5

ポイント以上高くなっています。特に「男女の役割についての固定観念」は性別によらず、すべ

ての年齢で最も高くなっています。 

平成 28 年調査との比較では大きな変化はみられませんが、平成 23 年調査と比較すると「男女

の生まれつきの身体的・生理的な差」の割合は 9 ポイント低くなっています。 
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「男女共同参画の状況について」 まとめと今後の取組の方向性 

○「学校教育の場」を除き、男女平等と感じられている分野は、まだまだ少なく、平成 28 年調

査と比較して、「政治の場」で『男性優遇』と感じる割合が高まっています。市民と比較する

と職員の方が社会の各分野において平等と感じている割合が高くなっており、特に「職場」

で平等と感じている割合は、25 ポイント以上高く、庁内において男女共同参画が推進されつ

つある状況が読み取れます。（「市民意識調査 報告書」参照） 

○男女不平等の原因についても、過去の調査と比較すると「男女の生まれつきの身体的・生理

的な差」の割合が減少し、「男女の役割についての固定的観念」や「社会の慣習やしきたり」

を原因とする割合が増加しており、今後も引き続き、固定的な性別役割分担意識の払拭に向

けた啓発を進めるとともに、「男性の自覚や理解の不足」を原因とする割合も増加している

ことから、特に男性の対する意識改革が重要となっています。 

 

 

【２】職業生活について 

１ 姫路市における男女の地位（問４）：28 ページ 

すべての項目において「平等」の割合が比較的高く、特に「⑨研修や教育訓練の機会」、「⑩出

張・会議参加の機会」、「⑧有給休暇の取得しやすさ」は、「平等」の割合が７割を超えています。

「⑦労働時間（時間外勤務、休日出勤など）」、「⑧有給休暇の取得しやすさ」、「⑤仕事の内容」は、

『女性優遇』の割合が『男性優遇』の割合を上回っており、それ以外の項目については『男性優

遇』の割合が『女性優遇』の割合より高くなっていますが、特に「②昇任・昇格」、「⑥雑務（お

茶くみ、掃除、コピー取りなど）の分担」、「④能力発揮の機会」は『男性優遇』の割合が高くな

っています。 

平成 28 年調査と比較して、各分野で『男性優遇』の割合は減少していますが、特に「⑥雑務

（お茶くみ、掃除、コピー取りなど）の分担」で『男性優遇』の割合が低くなっています。 

 

２ 育児休業・介護休業制度の利用状況・利用意向（問５）：40 ページ 

「育児休業制度」を利用したことがある割合は、女性で４割を超えていますが、男性では約５％

となっています。「育児休業制度」の今後の利用意向は、女性の 30 歳未満で９割を超えています

が、男性の 30 歳未満では約８割となっており、その差は平成 28 年調査と比べると小さくなって

います。また、男性ではすべての年齢層で、育児休業の利用意向に比べ、介護休業の利用意向の

割合が高くなっています。 

平成 28 年調査と比較して、育児休業、介護休業とも「利用したことはないが、必要があれば今

後利用したい」の割合が高くなっています。 
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３ 育児休業・介護休業制度を利用する上で支障となること（問６）：44 ページ 

「他の職員の負担が増える」の割合が最も高く、次いで「休業中、担当業務の遂行に支障がな

いように措置することが難しい」、「即戦力となる代替要員の確保が難しい」の順となっています。 

「即戦力となる代替要員の確保が難しい」、「復帰後の職場や仕事の変化に対応することが難し

い」の割合は、男性と比較して女性で高くなっています。 

平成 28 年調査と比較して、「休業中、担当業務の遂行に支障がないように措置することが難し

い」、「即戦力となる代替要員の確保が難しい」、「他の職員の負担が増える」の割合が高くなって

います。 

 

４ 姫路市における女性職員の職域拡大・登用の現状について（問７）：46 ページ 

「現状では不十分であり、もっと職域拡大・登用をすすめるべきである」の割合が最も高く、

次いで「わからない」、「現状では不十分だが、やむを得ない」の順となっています。「現状では不

十分であり、もっと職域拡大・登用をすすめるべきである」と「現状では不十分だが、やむを得

ない」をあわせた『現状では不十分』の割合は５割を超えており、特に男性よりも女性でその割

合が高くなっています。 

平成 28 年調査と比較して、すべての項目において大きな差異は認められません。 

 

５ 姫路市において女性職員の職域拡大・登用を進めるために必要なこと（問８）：47 ページ 

「女性が多様な経験を積めるよう、人事配置や職務分担をすすめる」の割合が最も高く、次い

で「育児・介護などの社会的条件の整備をすすめる」、「家事・育児などは女性がすべきという固

定的な役割分担意識の変革をはかる」の順となっています。 

「家事・育児などは女性がすべきという固定的な役割分担意識の変革をはかる」、「育児・介護

などの社会的条件の整備をすすめる」、「残業や休日勤務を減らすなど労働条件の改善をはかる」

の割合は、男性に比べ、女性で高くなっています。また、「育児・介護などの社会的条件の整備を

すすめる」の割合は、女性の 30 歳未満で５割を超え、「家事・育児などは女性がすべきという固

定的な役割分担意識の変革をはかる」の割合は、女性の 30 歳代で５割を超えています。 

平成 28 年調査と比較して、すべての項目において大きな差異は認められません。 

 

６ 管理職への昇格・昇任の希望（問９）：49 ページ 

「希望しない」の割合が最も高く、次いで「一定の条件が整えば希望する」、「わからない」の

順となっています。 

「希望しない」の割合は、男性に比べ、女性で高くなっており、男女ともに年齢層が高くなる

ほどその割合が増加する傾向にあります。また、希望しない理由としては、「能力や適性に不安が

あるから」が最も多く、「責任が重くなるから」、「管理職の仕事に対して、やりがいや達成感が見

いだせないから」の順になっています。特に女性では、「能力や適性に不安があるから」の他に

「責任が重くなるから」、「家庭生活などとの両立が難しくなるから」の理由も 4 割を超えていま

す。 
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７ 男女が共に職場で能力発揮・継続勤務するために重要なこと（問 10）：56 ページ 

「男女共に育児休暇・介護休暇が取りやすくなること」の割合が最も高く、次いで「「男は仕事、

女は家庭」という従来の社会通念が変わること」、「仕事に必要な職業能力を身につけること」の

順となっています。 

「「男は仕事、女は家庭」という従来の社会通念が変わること」、「男女共に育児休暇・介護休暇

が取りやすくなること」、「長時間労働の是正」の割合は、男性に比べ、女性で高くなっており、

特に「男女共に育児休業が取りやすくなること」の割合は年齢層が低くなるほど高くなっていま

す。 

 

「職業生活について」 まとめと今後の取組の方向性 

○庁内における男女の地位については、過去の調査と比較すると全体的に男女平等が進んでい

る傾向が示されていますが、「昇任・昇格」、「雑務の分担」、「能力発揮の機会」については

『男性優遇』と考える割合が依然として高く、性別に関わりなく個人の資質や能力に応じた

役割分担や評価がされるよう、引き続き取組を行っていくことが必要です。 

○育児休業制度の利用意向については、30 歳未満、30 歳代の男女の利用意向の差は小さくな

っており、男性も育児休業の取得に積極的であることが伺えます。しかしながら、「他の職員

の負担が増える」、「休業中、担当業務の遂行に支障がないように措置することが難しい」、

「即戦力となる代替要員の確保が難しい」といったことが利用上の支障となっていることか

ら、長時間労働の是正とあわせ、柔軟な働き方のできる職場環境の整備が必要です。 

○本市における女性職員の職域拡大・登用について、『現状では不十分』と考える人が多く、ま

た、管理職への昇格・昇進の希望についても、男性よりも女性の方が「希望しない」割合が

高く、理由としては、能力・適性の不安や責任の重さ、家庭生活との両立があげられていま

す。女性が活躍できる職場環境を整えるため、多様な経験を積めるよう職務分担に配慮し、

育児・介護などの社会的条件の支援を進めるとともに、家事・育児などの固定的な役割分担

意識の払拭に向けた取組が必要です。 

 

 

【３】結婚、家庭生活と男女の役割について 

１ 結婚、家庭に関する考え（問 11）：58 ページ 

「①結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい」、「④結婚しても必

ずしも子どもをもつ必要はない」、「⑤結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい」の

「賛成」の割合は、過去の調査では減少傾向にありましたが、今回の調査では大きく増加し、男

女ともに若い年齢層で高くなっています。一方、「②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」、

「③女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子どもなど家族を中心に考えて生活した方が

よい」の「賛成」の割合は、過去の調査と比較して減少傾向にあります。 
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２ 家庭内の仕事分担の理想と実際との比較（問 12・問 13）：64・68 ページ 

家庭内の仕事について、「理想」は、すべての項目で「男女とも同じくらい」の割合が高くなっ

ていますが、「実際」は、「⑤育児・しつけ」、「⑥看護・介護」以外の項目で「主に女性」の割合

が高くなっています。過去の調査と比較すると、「⑤育児・しつけ」、「⑥看護・介護」以外の分野

ではわずかながら「男女とも同じくらい」の割合が増加する傾向にあります。 

 

「結婚、家庭生活と男女の役割について」 まとめと今後の取組の方向性 

○平成 28 年調査と比較すると、結婚・離婚や家庭、子どもをもつことに関して、自由な選択を

認める人の割合は増加傾向にあります。 

○家庭内の仕事においては、理想は「男女とも同じくらい」の割合が高くなっていますが、実

際は、依然として女性の負担が多くなっています。わずかながら、「男女とも同じくらい」の

割合が増加している分野もあるため、引き続き、固定的な性別役割分担意識を反映した社会

通念や慣行を見直し、男女が互いを認め合い、高め合うことのできる社会を築いていけるよ

う、教育・啓発活動を進めることが必要です。また、庁内において男性も家庭内の仕事に携

わることができるよう、柔軟な働き方の支援や男性に対する意識改革を行うことが重要で

す。 

 

【４】ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 

１ 「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度の理想と現実（問 14）：72 ページ 

「理想」は、女性で「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」の割合が

高く、男性で「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の割合が高くなっていますが、「現実」は

男女ともに「「仕事」を優先」が最も高くなっており、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」

の優先度の理想と現実が一致していない状況がうかがえます。 

なお、平成 28 年調査と比較して、理想と現実ともに「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人

の生活」をともに優先」の割合が低くなっています。 

 

２ ワーク・ライフ・バランスの実現のための改善（問 15）：74 ページ 

「業務の負担が特定の職員だけに偏らないこと」の割合が最も高く、次いで「担当者がいなく

ても、他の人が代替できる体制が整っていること」、「業務の重複、無駄をなくすこと」の順とな

っています。 

男女ともに「業務の負担が特定の職員だけに偏らないこと」、「担当者がいなくても、他の人が

代替できる体制が整っていること」の割合が５割を超えています。 

 

「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について」まとめと今後の取組の方向性 

○ワーク・ライフ・バランスについては、「現実」は「仕事を優先」とする割合が最も高くなっ

ており、理想との乖離が見られます。仕事以外の時間を持つためにも、長時間労働の是正が

課題となっています。そのためには、特定の職員に業務が偏ることなく、他の職員も交代で

きる体制を整え、業務の重複、無駄をなくすことが必要です。 
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【５】人権について 

１ ハラスメントをなくすために重要なこと（問 16）：76 ページ 

「周りの人がハラスメントを見過ごさず、指摘する」の割合が最も高く、次いで「管理職がハ

ラスメントについて十分認識し、職員の指導を行う」、「職場全体の意識を高めるため、職員研修

や教育を積極的に行う」の順となっており、いずれも男性に比べ、女性で割合が高くなっていま

す。特に、男性の 30 歳未満では、「管理職がハラスメントについて十分認識し、職員の指導を行

う」の割合が最も高くなっています。 

また、男女ともに年齢層が高くなるにつれて「職場全体の意識を高めるため、職員研修や教育

を積極的に行う」、「利用しやすい相談・苦情処理窓口を充実させ、防止に向けた体制を整備する」

の割合が高くなっています。 

 

２ 職場でのハラスメントの経験（問 17）：78 ページ 

「パワー・ハラスメント」の割合が最も高く、次いで「全くない」、「セクシュアル・ハラスメ

ント」の順となっています。性別でみると、「セクシュアル・ハラスメント」、「マタニティ・ハラ

スメント」で男性よりも女性の割合が高くなっています。 

また、ハラスメントを経験した方のうち「どこ（だれ）にも相談しなかった」の割合が最も高

く、次いで「信頼できる人に相談した」、「職場内の機関（人事課、職員倫理課など）に相談した」

の順になっています。特に、男性では「「どこ（だれ）にも相談しなかった」の割合が 5 割以上と

なっています。 

 

「人権について」 まとめと今後の取組の方向性 

○職場でのハラスメントについて、何らかのハラスメントを自分やまわりの人が経験したこと

があるとした方は、約５割以上を占めており、その約 5 割が「どこ（だれ）にも相談しなか

った」としています。 

○ハラスメントの防止については、周りの人が傍観者にならず指摘することや、管理職がハラ

スメントについて十分認識し、職員の指導を行うとともに職員研修などを通じて職場全体の

意識を高めるとともに、利用しやすい相談窓口を充実させることも必要です。 
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【６】男女共同参画に関する施策などについて 

１ 男女共同参画関連事項の認知度（問 18）：80 ページ 

「内容まで知っている」の割合が最も高いのは、「⑩ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の

調和）」で、このほか「内容まで知っている」と「見聞きしたことはある」を合わせた割合は、「①

男女共同参画社会」、「⑤配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）」

で高い一方で、「⑦ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」、「⑨リプロダクティブ・ヘルス

／ライツ（性と生殖に関する健康／権利）」では「知らない」の割合が高くなっています。 

平成 28 年調査と比較すると、「①男女共同参画社会」、「⑧ジェンダー（社会的・文化的につく

られた性別）」、「⑩ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」で「内容まで知っている」

の割合が高くなっています。 

 

２ 姫路市男女共同参画推進センター“あいめっせ”の認知度（問 19）：96 ページ 

「センターの事業内容は知っているが、利用したことはない」の割合が最も高く、次いで「セ

ンターの事業内容は知らないし、利用したこともない」の順となっています。 

「センターの事業内容は知らないし、利用したこともない」の割合は、女性に比べ、男性で高

くなっています。また、男女ともに年齢層が低くなるにつれ、「センターの事業内容を知ってお

り、利用したことがある」の割合が低くなっています。 

 

 

「男女共同参画に関する施策などについて」 まとめと今後の取組の方向性 

○どの事項も過去の調査と比べると、認知度は増加しており、「男女共同参画社会」、「男女共同

参画社会基本法」、「育児・介護休業法」、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関

する法律（ＤＶ防止法）」、「デートＤＶ（恋人同士など結婚していない男女間での体、言葉、

態度による暴力）」、「ジェンダー（社会的・文化的に作られた性別）」、「ワーク・ライフ・バ

ランス（仕事と生活の調和）」、「姫路市男女共同参画推進条例」、「姫路市男女共同参画プラ

ン」については、認知度は８割を超えるものの、「内容まで知っている」とした割合は決して

高くありません。また、「ポジティブ・アクション（積極的措置）」、「リプロダクティブ・ヘ

ルス／ライツ（性と生殖に関する健康／権利）」は、「内容まで知っている」の割合が５％に

も満たず、職員に対する啓発や研修を行っていくことが必要です。 

○男女共同参画推進の中核となるべき姫路市男女共同参画推進センター“あいめっせ”の認知

度はある程度あるものの、「センターの事業内容を知っており、利用したことがある」とした

割合は 10％に満たず、特に若年層で低いため、若い世代の職員を対象とした事業の展開や周

知方法を検討する必要があります。 
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Ⅲ 調査結果 

回答者属性 

F1．あなたの性別についてあてはまるものを１つ選んで番号に○をつけてください。 

「女性」の割合が 29.3％、「男性」の割合が 69.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

F2．あなたの年齢はおいくつですか（令和３年１月１日現在）。 

あてはまるものを１つ選んで番号に○をつけてください。 

「50 歳以上」の割合が 32.9％と最も高く、次いで「40～49 歳」の割合が 30.7％、「30～39 歳」

の割合が 20.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 3,044 29.3 69.4

0.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50歳以上 無回答

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

20.5

12.3

21.4

20.4

33.7

29.9

23.8

37.1

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性 男性 その他 無回答

回答者数 =

　 3,044 14.8 20.4 30.7 32.9 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

449 人 622 人 936 人 1,002 人 35 人 
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F3 あなたの職位はどれですか。 

あてはまるものを１つ選んで番号に○をつけてください。 

「その他の職員」の割合が 69.8％と最も高く、次いで「課長補佐・係長相当職」の割合が 21.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

3.0

10.8

16.3

23.3

80.7

65.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

課長相当職以上 課長補佐・係長相当職 その他の職員 無回答

回答者数 =

　 3,044 8.4 21.1 69.8 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

256 人 641 人 2,125 人 22 人 
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F4 あなたは結婚されていますか。 

あてはまるものを１つ選んで番号に○をつけてください。 

「既婚（事実婚を含む）」の割合が 71.5％と最も高く、次いで「未婚」の割合が 23.4％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

84.7

46.1

20.9

13.7

67.6

21.2

8.9

5.9

14.8

49.2

70.1

73.1

31.3

76.7

88.1

89.4

4.7

8.6

13.2

1.2

1.6

3.0

4.7

0.5

0.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

37.7

17.4

55.0

79.3

7.1

3.2

0.2

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未婚 既婚（事実婚を含む） 離別、死別 無回答

回答者数 =

　 3,044 23.4 71.5 4.3 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

711 人 2,175 人 131 人 27 人 
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F4-1 この設問は、F4で「2．既婚（事実婚を含む）」と回答した方にのみおたずねします。 

あなたの配偶者・パートナーの就労状況はどれですか。 

あてはまるものを１つ選んで番号に○をつけてください。 

「勤め人（常勤）」の割合が 58.1％と最も高く、次いで「勤め人（非常勤、パートタイム、ア

ルバイトなど）」の割合が 21.4％、「専業主婦・専業主夫」の割合が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 491

男性 1,674

89.0

49.1

3.1

26.7

1.4

0.1

3.7

1.9

0.4

19.2

2.2

2.0 0.3

0.2

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤め人（常勤）

勤め人（非常勤、パートタイム、アルバイトなど）

農林漁業（家族従事者を含む）

（農林漁業以外の）その他自営業（事業の経営者、家業の手伝い、内職など）

学生

専業主婦・専業主夫

無職（学生及び専業主婦・専業主夫を除く）

その他

無回答

1,263 人 465 人 8 人 

50 人 

0 人 

325 人 

45 人 

6 人 

13 人 

回答者数 =

　 2,175 58.1 21.4

0.4 2.3

14.9

2.1 0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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F5 あなたにはお子さんがいらっしゃいますか。 

あてはまるものを１つ選んで番号に○をつけてください。 

「２人」の割合が 35.5％と最も高く、次いで「いない」の割合が 32.3％、「３人」の割合が 15.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

F6 あなたの世帯状況はどれですか。 

あてはまるものを１つ選んで番号に○をつけてください。 

「二世代世帯（親と子など）」の割合が 55.7％と最も高く、次いで「一世代世帯（夫婦のみ、

兄弟姉妹のみ）」の割合が 23.6％、「単身世帯（ひとり暮らし）」の割合が 10.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

14.9

8.6

18.8

25.9

55.2

56.5

9.2

7.3

1.5

1.3

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 3,044 10.4 23.6 55.7 7.8

1.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 3,044 14.0 35.5 15.1

1.6

32.3 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人 ２人 ３人 ４人以上 いない 無回答

単身世帯（ひとり暮らし） 一世代世帯（夫婦のみ、兄弟姉妹のみ）

二世代世帯（親と子など） 三世代世帯（親と子と孫など）

その他 無回答

426 人 1,081 人 461 人 50 人 982 人 44 人 

316 人 719 人 1,697 人 237 人 41 人 34 人 
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１ 男女共同参画の状況について 

問１ あなたは、今の社会において、次の各分野で男女の地位はどのようになっている

と思いますか。①から⑧のそれぞれについてあなたの気持ちに最も近いものを１つ

ずつ選んで番号に○をつけてください。 

「④政治の場」、「⑦社会通念、慣習・しきたり」で「男性の方が非常に優遇されている」と「ど

ちらかといえば男性の方が優遇されている」をあわせた『男性優遇』の割合が高くなっています。 

図表１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,044

①家庭生活では

②職場では

③学校教育の場では

④政治の場では

⑤地域活動の場では

⑥法律や制度の上では

⑦社会通念、慣習・しきたりでは

⑧社会全体では

4.6

3.1

0.7

29.9

10.1

3.2

17.0

6.3

34.8

24.3

9.1

41.0

35.5

21.2

54.8

50.8

43.4

48.9

65.6

15.6

30.7

52.2

15.9

23.0

8.3

13.0

3.2

2.4

7.2

8.5

3.1

7.6

2.5

2.6

0.8

0.9

1.2

1.9

0.9

1.6

5.6

7.0

19.3

8.8

14.1

11.7

7.2

9.6

0.9

1.1

1.2

1.4

1.2

1.4

1.2

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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図表２ 

①家庭生活では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

2.2

6.8

13.6

14.2

0.8

0.9

3.0

3.4

41.0

47.6

53.5

47.2

20.5

23.3

30.9

34.9

42.1

34.6

22.9

30.2

59.8

52.1

50.2

43.8

5.5

4.2

1.3

3.3

9.3

13.5

8.2

10.7

1.1

0.3

0.9

3.5

3.7

3.0

3.3

8.2

6.8

8.0

4.2

6.2

6.3

4.6

3.6

0.3

0.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

9.9

2.5

48.4

29.6

30.9

49.3

3.3

10.3

0.6

3.3

6.8

4.8

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年調査 3,044

平成28年調査 4,168

平成23年調査 3,155

平成17年調査 1,930

4.6

5.0

4.5

9.4

34.8

37.1

38.5

43.7

43.4

43.1

42.3

35.2

8.3

8.0

7.7

5.9

2.5

1.9

2.0

1.7

5.6

4.4

4.4

4.1

0.9

0.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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図表３ 

②職場では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

3.3

4.2

5.3

7.5

0.8

3.0

2.5

2.3

20.2

31.4

34.2

34.9

21.6

23.7

21.7

20.7

47.5

47.1

43.2

42.0

61.0

41.2

47.4

57.0

11.5

6.8

5.6

7.1

8.1

20.2

18.1

13.1

2.7

0.5

0.5

2.7

6.0

3.6

1.7

14.2

9.9

10.3

7.5

5.8

5.3

6.2

5.1

0.5

1.3

0.5

0.5

0.5

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

5.2

2.3

30.9

21.7

44.7

51.4

7.4

15.4

0.8

3.3

10.3

5.6

0.7

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

3.1

4.0

3.6

6.5

24.3

26.0

27.6

32.3

48.9

47.4

46.7

38.7

13.0

11.6

11.0

12.4

2.6

2.8

3.6

2.5

7.0

7.6

6.7

7.6

1.1

0.5

0.8

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表４ 

③学校教育の場では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

0.5

0.5

1.0

1.4

0.4

0.9

0.5

0.6

14.8

18.8

11.3

20.3

4.6

5.6

6.3

7.7

62.8

60.2

63.1

53.3

74.9

65.6

70.4

67.0

1.6

1.0

0.3

2.4

4.2

5.6

3.0

3.7

0.3

1.5

0.9

1.1

0.9

20.2

19.4

23.3

21.7

13.9

20.7

18.4

19.1

0.7

0.9

0.4

0.7

0.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

0.9

0.6

15.8

6.4

60.1

68.7

1.3

4.0

0.1

1.0

21.3

18.6

0.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

0.7

0.6

0.6

1.9

9.1

8.6

8.4

9.8

65.6

71.8

71.9

69.2

3.2

4.5

5.1

4.7

0.8

0.7

1.2

1.6

19.3

12.8

12.0

12.7

1.2

0.9

0.8

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表５ 

④政治の場では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

32.8

45.0

47.8

56.1

16.6

20.7

23.9

27.0

51.4

40.8

40.2

33.0

42.9

40.5

42.2

41.3

4.9

5.2

3.0

2.8

29.7

22.8

17.3

18.9

1.1

1.6

0.3

0.9

1.5

4.0

3.2

2.8

0.5

1.5

2.3

0.5

0.8

9.3

5.2

7.6

6.6

7.7

8.8

12.0

8.4

2.1

1.0

0.5

0.9

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

46.0

23.5

41.1

41.5

3.8

20.6

0.9

3.0

0.1

1.1

7.2

9.6

0.9

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

29.9

21.0

18.4

25.1

41.0

46.5

42.7

38.2

15.6

20.6

25.1

23.9

2.4

3.1

3.0

4.1

0.9

0.7

0.7

1.0

8.8

7.4

9.5

7.6

1.4

0.6

0.6

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表６ 

⑤地域活動の場では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

6.0

12.6

25.2

25.5

2.7

4.9

8.4

7.5

39.3

47.6

42.9

46.7

21.2

26.5

30.9

40.3

29.5

15.7

8.6

9.0

58.3

39.5

37.2

31.0

2.2

2.1

3.7

4.2

5.4

10.5

6.8

10.3

0.5

0.8

2.6

1.6

1.5

22.4

21.5

18.9

14.2

10.8

15.1

14.7

8.8

0.5

0.7

0.5

0.8

0.9

0.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

18.6

6.6

44.1

32.3

14.6

37.9

3.3

8.7

0.1

1.7

18.9

12.2

0.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

10.1

7.8

7.2

11.1

35.5

39.7

37.0

39.3

30.7

34.3

37.1

31.5

7.2

7.8

8.4

8.0

1.2

1.2

1.3

1.3

14.1

8.5

8.3

8.8

1.2

0.7

0.7

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表７ 

⑥法律や制度の上では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

4.4

4.7

9.0

9.9

1.5

0.9

1.7

1.5

23.0

33.5

30.6

39.2

10.8

14.4

15.8

21.4

42.1

35.1

39.2

32.5

63.7

57.0

57.2

60.2

8.7

4.2

3.7

3.8

10.4

11.9

12.4

6.9

0.5

3.1

4.4

2.2

1.8

21.9

22.0

16.3

14.2

10.4

10.5

9.7

7.3

1.3

0.5

0.9

1.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

7.3

1.5

32.1

17.0

37.1

59.0

4.8

10.1

0.1

2.6

18.0

9.1

0.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

3.2

3.8

2.8

4.8

21.2

26.2

21.0

26.3

52.2

51.9

54.9

48.8

8.5

7.7

9.8

9.4

1.9

1.9

3.1

2.8

11.7

7.9

7.6

7.8

1.4

0.6

0.8

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表８ 

⑦社会通念、慣習・しきたりでは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

19.1

30.4

31.9

38.7

8.5

9.8

12.8

12.5

59.0

56.0

55.5

54.7

38.6

55.1

54.0

60.6

9.3

4.7

4.7

1.4

35.1

19.1

20.9

16.6

1.1

2.6

1.0

0.5

5.8

5.3

3.2

2.9

0.5

2.3

1.6

0.3

1.1

10.9

6.3

6.6

4.2

9.3

7.7

8.1

5.6

0.3

0.5

0.4

1.4

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

30.5

11.5

56.3

54.8

4.8

20.7

1.2

3.8

0.1

1.1

6.8

7.2

0.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

17.0

15.0

15.1

24.6

54.8

59.2

59.4

56.7

15.9

16.8

16.5

11.2

3.1

2.6

3.0

2.5

0.9

0.7

1.0

0.5

7.2

5.3

4.3

4.4

1.2

0.4

0.7

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表９ 

⑧社会全体では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

7.7

12.0

11.6

18.9

2.3

3.5

3.8

4.5

56.8

60.2

67.1

59.9

30.9

38.8

46.1

56.6

18.0

11.0

8.0

7.5

45.2

30.0

27.4

23.3

2.7

4.2

0.7

3.3

9.3

14.0

10.5

7.0

0.5

2.7

4.4

1.4

1.4

14.2

11.0

12.0

10.4

9.3

8.8

10.3

6.8

0.5

1.0

0.7

0.4

0.5

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

12.6

3.8

62.0

46.6

10.5

28.6

2.5

9.7

0.1

2.2

11.8

8.7

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

6.3

5.4

4.2

7.4

50.8

54.6

52.7

58.6

23.0

24.5

26.8

19.4

7.6

6.6

7.5

7.1

1.6

1.4

1.8

1.5

9.6

7.0

6.1

5.9

1.1

0.6

0.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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問２ あなたは、今後、男女が社会のあらゆる分野に参画していくためには、どのよう

なことが最も重要だと思いますか。 

次の中から１つ選んで番号に○をつけてください。 

「男女にかかわる、さまざまな偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること」の割

合が 51.4％と最も高く、次いで「女性自身が経済力をつけたり知識・技術を習得したりするなど、

積極的に力の向上をはかること」の割合が 10.4％となっています。 

平成 28 年調査、平成 23 年調査と比較すると、「男女にかかわる、さまざまな偏見、固定的な

社会通念、慣習・しきたりを改めること」の割合が増加しています。一方、平成 28 年調査と比較

すると、「女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実をはかること」の割合が減少し

ています。 

図表 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

6.8

8.0

59.5

48.4

9.5

10.9

11.3

8.6

7.1

6.2

3.4

11.2

2.1

5.9

0.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律や制度の上での見直しを行い、女性差別につながるものを改めること

男女にかかわる、さまざまな偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること

女性自身が経済力をつけたり知識・技術を習得したりするなど、積極的に力の向上をはかること

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実をはかること

政府や企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実すること

わからない

その他

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

7.5

7.6

8.9

8.5

51.4

45.4

38.9

43.0

10.4

10.8

14.0

15.4

9.3

15.8

14.1

13.3

6.4

5.5

5.7

6.6

8.8

7.9

11.6

8.8

4.9

4.6

4.4

3.7

1.3

2.4

2.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査



25 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

6.0

5.2

5.0

10.8

6.6

7.2

8.9

8.0

65.6

58.6

58.8

57.1

54.8

48.6

46.6

48.0

6.6

11.5

10.6

8.5

10.4

11.4

11.1

10.5

13.1

11.5

11.0

9.9

5.8

8.8

8.7

9.3

3.3

7.9

8.3

8.0

5.8

2.6

6.7

8.0

3.8

3.7

3.3

2.8

12.7

13.3

10.1

10.3

1.6

1.6

2.3

2.8

3.9

7.4

7.3

4.7

0.7

0.7

0.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律や制度の上での見直しを行い、女性差別につながるものを改めること

男女にかかわる、さまざまな偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること

女性自身が経済力をつけたり知識・技術を習得したりするなど、積極的に力の向上をはかること

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実をはかること

政府や企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実すること

わからない

その他

無回答



26 

問３ 社会にはいろいろな面で男女不平等があるといわれていますが、不平等が生じる

原因はどこにあると思いますか。 

次の中から３つまで（１つでもよい）選んで番号に○をつけてください。 

「男女の役割についての固定観念」の割合が 60.1％と最も高く、次いで「社会の慣習やしきた

り」の割合が 55.8％、「男女の生まれつきの身体的・生理的な差」の割合が 37.4％となっていま

す。 

過去の調査と比較すると、「男女の生まれつきの身体的・生理的な差」、「これまでにつくられた

男女の能力・適性のちがい」の割合が年々減少しています。 

図表 11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

男女の生まれつきの身体的・生

理的な差

これまでにつくられた男女の能

力・適性のちがい

男女の役割についての固定観

念

社会の慣習やしきたり

法律や制度上の差

職業生活面での有利・不利

女性の自覚や理解の不足

男性の自覚や理解の不足

売買春、風俗産業、女性の裸体

を扱うマスコミ・メディアなど、女

性を商品化する風潮

男女不平等な点はない

わからない

その他

無回答

37.4

24.4

60.1

55.8

7.7

14.5

8.6

15.9

6.5

1.1

3.1

1.3

0.8

41.2

24.9

57.7

51.9

8.3

15.3

8.4

12.9

7.4

1.0

2.3

0.8

1.7

46.4

27.2

56.6

55.3

7.3

14.6

8.6

12.3

7.7

1.8

1.7

0.6

0.4

47.0

27.4

61.5

57.2

8.2

20.4

11.0

15.7

12.7

1.3

1.5

0.5

0.2

0 20 40 60 80 100

令和３年調査 （回答者数 = 3,044）

平成28年調査 （回答者数 = 4,168）

平成23年調査 （回答者数 = 3,155）

平成17年調査 （回答者数 = 1,930）
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【性別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

男
女
の
生
ま
れ
つ
き
の
身
体
的
・
生
理
的
な
差 

こ
れ
ま
で
に
つ
く
ら
れ
た
男
女
の
能
力
・
適
性
の
ち

が
い 

男
女
の
役
割
に
つ
い
て
の
固
定
観
念 

社
会
の
慣
習
や
し
き
た
り 

法
律
や
制
度
上
の
差 

職
業
生
活
面
で
の
有
利
・
不
利 

女
性
の
自
覚
や
理
解
の
不
足 

男
性
の
自
覚
や
理
解
の
不
足 

売
買
春
劣
風
俗
産
業
劣
女
性
の
裸
体
を
扱
う
マ
ス
コ

ミ
・
メ
デ
勋
ア
な
ど
劣
女
性
を
商
品
化
す
る
風
潮 

男
女
不
平
等
な
点
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 892 27.2 26.2 72.6 66.8 9.0 17.6 5.4 20.3 9.4 0.2 0.9 0.6 0.2 

男性 2112 41.9 24.0 55.6 51.9 7.2 13.4 10.0 14.2 5.3 1.6 4.0 1.6 0.1 

 

 

【性・年齢別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

男
女
の
生
ま
れ
つ
き
の
身
体
的
・
生
理
的
な
差 

こ
れ
ま
で
に
つ
く
ら
れ
た
男
女
の
能
力
・
適
性
の
ち

が
い 

男
女
の
役
割
に
つ
い
て
の
固
定
観
念 

社
会
の
慣
習
や
し
き
た
り 

法
律
や
制
度
上
の
差 

職
業
生
活
面
で
の
有
利
・
不
利 

女
性
の
自
覚
や
理
解
の
不
足 

男
性
の
自
覚
や
理
解
の
不
足 

売
買
春
劣
風
俗
産
業
劣
女
性
の
裸
体
を
扱
う
マ
ス
コ

ミ
・
メ
デ
勋
ア
な
ど
劣
女
性
を
商
品
化
す
る
風
潮 

男
女
不
平
等
な
点
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 30 歳未満 183 29.5 28.4 69.9 62.8 9.8 16.4 3.3 12.0 7.7 － 2.2 0.5 － 

    30 歳代 191 27.7 29.8 68.6 66.0 8.4 14.7 6.3 22.0 6.3 0.5 1.0 － － 

    40 歳代 301 29.9 23.3 75.1 68.1 8.6 19.3 5.6 21.3 9.0 0.3 0.3 0.3 0.3 

    50 歳以上 212 21.7 25.9 74.5 68.9 9.0 18.4 6.1 24.1 14.2 － 0.5 1.4 0.5 

男性 30 歳未満 259 40.2 21.6 50.2 44.8 8.1 12.4 6.6 9.7 5.0 2.7 5.4 1.2 － 

    30 歳代 430 42.3 24.2 52.1 51.2 7.2 10.9 10.7 14.9 4.9 1.9 4.0 1.4 0.2 

    40 歳代 631 42.8 25.5 54.8 51.2 6.2 11.9 10.9 15.5 5.5 1.0 5.5 2.5 0.2 

    50 歳以上 784 41.5 23.5 60.2 55.2 7.8 16.3 9.9 14.0 5.5 1.5 2.3 0.9 0.1 
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２ 職業生活について 

問４ あなたは、姫路市役所において、次の各事項で男女の差はどのようになっている

と思いますか。①から⑪のそれぞれについてあなたの気持ちに最も近いものを１つ

ずつ選んで番号に○をつけてください。 

「②昇任・昇格」で「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優

遇されている」をあわせた『男性優遇』の割合が高くなっています。また、「⑦労働時間（時間外

勤務、休日出勤など）」で「どちらかといえば女性の方が優遇されている」と「女性の方が非常に

優遇されている」をあわせた『女性優遇』の割合が高くなっています。 

平成 28 年調査と比較すると、「⑥雑務（お茶くみ、掃除、コピー取りなど）の分担」について、

特に『男性優遇』の割合が減少し、「平等」の割合が増加しています。 

図表 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,044

①募集・採用

②昇任・昇格

③能力評価

④能力発揮の機会

⑤仕事の内容

⑥雑務（お茶くみ、掃除、コピー
   取りなど）の分担

⑦労働時間（時間外勤務、
   休日出勤など）

⑧有給休暇の取得しやすさ

⑨研修や教育訓練の機会

⑩出張・会議参加の機会

⑪全体として

1.9

3.8

1.7

2.2

1.7

4.2

0.5

0.3

0.5

0.8

1.4

15.4

26.9

14.5

22.0

12.8

24.0

3.4

1.3

3.8

8.5

21.5

65.9

47.0

64.1

60.8

55.0

57.9

58.7

71.5

85.7

76.5

57.0

3.6

6.4

3.6

1.7

14.8

1.5

23.4

14.9

1.3

2.4

6.8

0.9

1.5

0.9

0.6

2.8

0.7

4.0

3.2

0.4

0.6

1.1

11.3

13.3

14.1

11.2

11.3

10.5

8.7

7.5

7.0

9.9

10.9

0.9

1.1

1.1

1.4

1.6

1.1

1.2

1.2

1.3

1.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答



29 

図表 13 

①募集・採用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

1.6

2.6

3.3

4.2

1.2

2.6

0.8

1.5

13.7

21.5

16.6

27.8

13.1

13.7

11.4

15.9

66.1

53.9

61.8

55.2

73.0

66.0

71.2

68.9

1.1

2.1

1.0

1.4

2.7

4.7

5.2

4.8

0.4

3.3

1.1

0.6

17.5

19.9

16.9

11.3

9.7

9.3

10.3

7.5

0.3

0.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

3.0

1.5

19.8

13.8

59.4

69.4

1.3

4.7

1.3

16.3

9.0

0.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

1.9

2.3

2.8

5.2

15.4

18.0

21.5

25.4

65.9

66.1

63.7

57.9

3.6

1.9

1.6

1.5

0.9

0.6

0.5

0.3

11.3

10.5

9.1

9.7

0.9

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 14 

②昇任・昇格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

1.6

6.3

8.0

15.6

1.5

2.8

1.9

1.8

24.6

35.6

44.2

42.5

12.4

19.5

22.7

27.6

48.1

36.6

30.6

21.2

66.8

51.4

52.9

50.5

1.0

1.7

3.3

3.1

10.2

8.4

9.3

0.5

0.5

0.9

1.2

3.5

1.4

2.0

24.6

19.4

15.0

16.5

14.7

12.3

12.2

8.4

0.5

0.5

0.7

0.4

0.2

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

8.1

2.0

37.9

22.5

33.3

53.4

1.6

8.4

0.4

2.0

18.3

11.2

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

3.8

4.7

5.7

8.4

26.9

31.1

33.9

35.3

47.0

48.2

45.5

43.6

6.4

2.8

2.0

1.2

1.5

0.7

0.5

0.3

13.3

11.8

12.0

11.1

1.1

0.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 15 

③能力評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

1.1

2.6

4.7

7.5

1.2

0.8

0.8

10.9

20.4

26.9

31.6

6.2

8.4

8.4

15.6

65.0

54.5

49.2

42.9

76.4

67.4

71.6

68.0

0.5

0.3

0.5

2.7

6.5

5.1

5.1

0.5

1.9

2.1

1.0

0.9

22.4

22.0

17.9

17.5

11.6

13.7

13.0

9.4

1.0

1.2

0.7

0.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

4.1

0.8

23.5

10.7

52.0

70.0

0.3

5.1

0.1

1.3

19.5

11.7

0.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

1.7

2.6

3.1

5.5

14.5

19.3

23.2

26.8

64.1

61.0

56.6

50.9

3.6

2.5

2.2

2.1

0.9

0.6

0.6

0.2

14.1

13.0

13.7

14.5

1.1

0.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 16 

④能力発揮の機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

0.5

2.1

5.3

7.1

2.3

1.2

1.3

1.7

15.3

26.7

29.6

39.2

13.5

16.0

18.5

24.2

62.8

56.0

49.8

40.1

71.4

64.4

66.7

62.9

0.5

1.2

4.0

1.7

2.6

0.5

0.8

1.2

0.5

0.9

19.7

14.7

14.0

13.2

8.9

12.3

10.8

7.1

0.5

0.5

1.3

0.5

1.9

0.9

0.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

4.0

1.5

28.5

19.5

51.5

65.4

0.1

2.4

0.1

0.8

15.0

9.5

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

2.2

2.8

3.4

6.2

22.0

26.5

29.4

35.2

60.8

57.3

53.7

45.3

1.7

1.5

1.6

1.9

0.6

0.3

0.4

0.4

11.2

10.7

10.7

11.1

1.4

0.9

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 17 

⑤仕事の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

0.5

1.6

2.7

5.2

2.7

1.6

1.1

1.1

8.7

14.7

15.3

21.2

9.7

14.2

8.7

14.0

66.1

62.3

56.8

51.4

65.6

50.0

53.4

53.6

5.5

4.7

7.0

7.1

8.9

16.5

21.6

20.3

0.5

2.3

5.3

4.3

3.2

17.5

16.2

16.9

14.2

8.9

11.2

10.1

7.4

1.6

1.3

0.9

1.9

1.2

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

2.6

1.4

15.4

11.9

58.5

54.2

6.3

18.6

0.1

3.8

16.1

9.2

1.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

1.7

2.5

2.5

4.0

12.8

18.0

20.3

26.7

55.0

51.5

50.2

42.4

14.8

13.4

12.6

12.4

2.8

2.3

3.0

3.5

11.3

11.3

10.3

10.9

1.6

1.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 18 

⑥雑務（お茶くみ、掃除、コピー取りなど）の分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

4.9

10.5

9.0

8.0

1.9

2.6

2.7

2.7

24.6

26.2

30.6

34.9

10.0

21.6

23.0

25.4

46.4

44.5

45.8

44.8

72.6

60.9

63.5

62.8

2.2

3.1

0.5

2.3

2.1

1.4

1.5

0.5

1.0

1.9

2.3

0.2

0.3

21.3

14.7

13.6

11.8

10.8

10.2

8.4

6.8

1.0

0.4

0.2

0.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

8.2

2.6

29.6

22.0

45.4

63.8

1.2

1.7

0.3

0.9

14.9

8.5

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

4.2

6.9

7.2

15.7

24.0

33.3

37.9

39.8

57.9

44.7

41.0

29.8

1.5

3.1

2.2

3.4

0.7

1.0

0.8

1.2

10.5

10.1

10.2

10.1

1.1

0.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 19 

⑦労働時間（時間外勤務、休日出勤など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

0.5

0.7

1.9

0.5

0.5

0.5

1.6

6.3

6.0

6.1

1.5

2.1

2.2

3.6

72.1

55.0

57.8

64.2

78.0

58.4

53.9

55.1

8.2

20.4

23.6

17.0

10.8

21.4

30.9

29.2

1.6

1.6

1.7

0.5

2.7

8.4

5.2

4.2

16.4

15.2

9.6

9.9

6.2

8.4

7.0

6.9

1.0

0.7

0.5

0.8

0.9

0.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

0.8

0.4

5.3

2.6

61.5

58.3

18.3

25.8

1.3

5.2

12.2

7.1

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

0.5

0.8

0.8

1.2

3.4

5.0

5.0

6.2

58.7

56.6

53.6

51.2

23.4

22.6

25.4

25.2

4.0

4.8

6.0

6.1

8.7

9.4

8.5

10.1

1.2

0.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 20 

⑧有給休暇の取得しやすさ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

0.5

0.7

0.2

0.2

0.4

1.1

2.1

1.0

2.4

1.2

1.4

1.1

0.9

71.6

69.6

70.8

75.0

83.8

68.1

68.9

73.0

12.6

13.1

16.3

13.7

5.4

15.3

18.2

16.8

0.5

1.6

1.3

3.5

6.7

4.1

3.3

14.2

13.1

9.0

8.5

6.2

7.2

6.7

5.0

1.0

0.5

0.9

0.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

0.3

0.2

1.7

1.1

71.6

72.2

14.2

15.5

0.9

4.3

10.8

6.1

0.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

0.3

0.4

0.5

0.8

1.3

1.9

1.7

3.0

71.5

71.1

64.7

65.5

14.9

14.5

20.1

17.3

3.2

2.6

4.7

4.6

7.5

8.6

7.7

8.9

1.2

0.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 21 

⑨研修や教育訓練の機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

1.0

1.0

2.4

0.2

0.3

0.3

3.8

2.1

3.3

8.5

1.5

3.0

3.3

4.8

83.6

83.8

87.7

81.1

89.2

85.3

87.6

87.2

0.5

0.5

1.9

2.3

1.6

1.5

0.8

1.2

0.3

0.3

11.5

11.5

7.3

8.0

6.2

7.7

6.2

5.0

0.5

1.0

0.7

0.4

0.2

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

1.1

0.2

4.5

3.6

84.4

87.2

0.2

1.8 0.5

9.2

6.1

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

0.5

0.5

0.6

1.3

3.8

5.2

6.2

10.4

85.7

83.3

82.6

77.2

1.3

1.0

1.1

1.4

0.4

0.3

0.7

0.7

7.0

8.9

8.3

9.0

1.3

0.7

0.6

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 22 

⑩出張・会議参加の機会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

0.5

2.3

2.8

0.7

0.6

0.4

8.7

7.3

12.3

15.6

4.2

5.6

5.1

11.1

73.2

72.8

72.8

67.0

85.7

78.1

81.8

76.7

2.7

2.1

1.0

0.5

0.8

2.6

3.3

3.1

0.5

1.2

1.9

0.5

0.3

14.2

16.8

11.0

13.7

6.9

10.0

8.1

7.8

0.5

0.5

0.7

0.5

1.2

1.2

0.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

1.6

0.5

11.4

7.3

71.4

79.5

1.5

2.7

0.1

0.8

13.5

8.3

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

0.8

0.9

1.0

2.4

8.5

10.9

12.0

20.4

76.5

74.2

73.9

64.1

2.4

2.1

2.1

2.1

0.6

0.3

0.6

0.5

9.9

10.9

9.7

10.5

1.4

0.7

0.6

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 23 

⑪全体として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

0.5

2.6

2.7

5.2

0.4

0.9

0.8

1.0

17.5

29.3

30.9

38.2

11.2

17.0

17.4

22.2

60.1

45.5

48.2

44.8

76.8

56.5

58.8

59.9

2.7

2.6

1.7

0.9

1.9

12.6

10.9

8.0

0.5

1.5

2.6

1.3

1.4

19.1

19.4

15.3

9.9

7.3

10.2

10.5

6.9

1.3

0.9

0.8

0.2

0.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

2.8

0.9

29.5

18.4

49.4

60.9

1.9

9.0

0.1

1.6

15.6

8.7

0.7

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

1.4

1.2

1.6

2.7

21.5

23.4

24.9

32.2

57.0

58.2

56.9

49.5

6.8

4.6

5.2

4.1

1.1

0.9

1.1

1.0

10.9

10.8

9.4

10.3

1.2

0.9

0.9

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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問５ あなたは、育児や介護を行うために、これまでに育児休業・介護休暇制度を利用

したことがありますか。また、今後利用したいと思いますか。それぞれについて１

つずつ選んで番号に○をつけてください。 

①育児休業制度 

「利用したことはないが、必要があれば今後利用したい」の割合が 61.7％と最も高く、次いで

「利用したことがある」の割合が 15.5％、「利用したいが、抵抗がある」の割合が 13.1％となっ

ています。 

平成 28 年調査と比較すると、「利用したことがある」の割合は、女性で増加しているほか、男

性でもわずかに増加しています。また、男性で「利用したことはないが、必要があれば今後利用

したい」の割合が増加しています。 

図表 24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 令和３年度調査 892

平成28年度調査 1,431

男性 令和３年度調査 2,112

平成28年度調査 2,728

41.5

34.5

4.7

1.9

52.5

55.5

66.1

52.8

2.1

2.7

18.0

26.8

1.8

2.0

9.4

14.2

2.1

5.3

1.8

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある

利用したことはないが、必要があれば今後利用したい

利用したいが、抵抗がある

利用したくない

無回答

令和３年調査

平成28年調査

令和３年調査

平成28年調査

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

15.5

13.1

14.7

12.0

61.7

53.6

50.0

52.3

13.1

18.5

18.9

16.8

7.1

10.0

11.6

15.0

2.6

4.7

4.8

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 28 年調査】 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

2.7

33.5

59.1

56.1

5.4

8.8

5.2

1.8

93.4

62.3

35.2

33.5

78.0

60.0

66.4

65.2

2.7

1.0

1.7

3.3

12.0

24.9

17.7

16.5

0.5

2.6

1.3

2.8

4.2

5.6

9.7

13.0

0.5

0.5

2.7

4.2

0.4

0.7

1.0

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある

利用したことはないが、必要があれば今後利用したい

利用したいが、抵抗がある

利用したくない

無回答

回答者数 =

女性　30歳未満 311

　　　　30歳代 328

　　　　40歳代 470

　　　　50歳以上 317

男性　30歳未満 316

　　　　30歳代 569

　　　　40歳代 841

　　　　50歳以上 997

2.3

33.2

53.2

40.4

0.6

3.9

3.0

0.4

94.2

62.5

39.1

34.1

64.6

49.9

52.3

51.1

1.9

2.4

2.8

3.5

26.6

33.2

29.5

21.0

1.0

0.3

1.7

5.4

7.0

12.1

13.4

18.3

0.6

1.5

3.2

16.7

1.3

0.9

1.8

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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②介護休暇制度 

「利用したことはないが、必要があれば今後利用したい」の割合が 83.5％と最も高く、次いで

「利用したいが、抵抗がある」の割合が 10.3％となっています。 

平成 28 年調査と比較すると、「利用したことはないが、必要があれば今後利用したい」の割合

が増加しています。また、「利用したいが、抵抗がある」の割合が減少しています。 

図表 25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

1.3

1.1

90.1

81.4

6.2

12.3

1.5

4.4

0.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある

利用したことはないが、必要があれば今後利用したい

利用したいが、抵抗がある

利用したくない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

1.2

1.7

1.6

0.8

83.5

74.6

72.0

73.5

10.3

16.8

17.5

16.9

3.5

4.9

6.8

7.6

1.4

2.0

2.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

0.5

2.0

2.4

0.4

0.7

1.0

1.8

94.5

90.6

89.7

86.3

83.4

75.6

82.6

83.0

3.8

6.8

6.0

8.0

10.4

17.2

13.0

9.8

0.5

1.6

1.3

2.4

5.4

5.6

3.3

4.3

1.1

0.5

1.0

0.9

0.4

0.9

0.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある

利用したことはないが、必要があれば今後利用したい

利用したいが、抵抗がある

利用したくない

無回答
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問６ あなたは、職場において、育児休業・介護休暇制度を利用しようとする上で、支

障となることはどのようなことだと思いますか。 

次の中から３つまで（１つでもよい）選んで番号に○をつけてください。 

「他の職員の負担が増える」の割合が 74.1％と最も高く、次いで「休業中、担当業務の遂行に

支障がないように措置することが難しい」の割合が 53.5％、「即戦力となる代替要員の確保が難

しい」の割合が 45.4％となっています。 

平成 28 年調査と比較すると、「休業中、担当業務の遂行に支障がないように措置することが難

しい」、「即戦力となる代替要員の確保が難しい」、「他の職員の負担が増える」の割合が増加して

います。一方、「休業することで経済的に厳しくなる」の割合が減少しています。 

図表 26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

休業中、担当業務の遂行に支

障がないように措置することが

難しい

即戦力となる代替要員の確保

が難しい

他の職員の負担が増える

休業することで昇任・昇格など

に不利になる

復帰後の職場や仕事の変化に

対応することが難しい

利用することに対する職場内で

の理解が十分でない

休業することで経済的に厳しく

なる

支障となることは特にない

わからない

その他

無回答

53.5

45.4

74.1

5.8

13.9

11.9

16.0

2.9

3.2

0.9

0.9

45.3

39.1

64.4

6.9

17.8

15.9

22.6

2.1

3.8

1.5

1.0

48.8

39.0

67.6

7.8

18.4

15.0

20.4

2.9

2.6

1.0

0.4

47.9

42.1

68.7

10.6

22.0

19.6

24.8

2.6

3.9

0.4

0.5

0 20 40 60 80 100

令和３年調査 （回答者数 = 3,044）

平成28年調査 （回答者数 = 4,168）

平成23年調査 （回答者数 = 3,155）

平成17年調査 （回答者数 = 1,930）
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【性別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

休
業
中
劣
担
当
業
務
の
遂
行
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
措
置
す
る
こ
と
が
難
し
い 

即
戦
力
と
な
る
代
替
要
員
の
確
保
が
難

し
い 

他
の
職
員
の
負
担
が
増
え
る 

休
業
す
る
こ
と
で
昇
任
・
昇
格
な
ど
に
不

利
に
な
る 

復
帰
後
の
職
場
や
仕
事
の
変
化
に
対
応

す
る
こ
と
が
難
し
い 

利
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
職
場
内
で
の

理
解
が
十
分
で
な
い 

休
業
す
る
こ
と
で
経
済
的
に
厳
し
く
な

る 支
障
と
な
る
こ
と
は
特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 892 54.9 56.6 80.4 6.5 23.8 10.1 14.6 0.3 1.0 0.2 0.2 

男性 2112 53.5 41.2 72.3 5.7 9.8 12.8 16.7 4.0 4.1 1.1 0.3 

 

 

【性・年齢別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

休
業
中
劣
担
当
業
務
の
遂
行
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
措
置
す
る
こ
と
が
難
し
い 

即
戦
力
と
な
る
代
替
要
員
の
確
保
が
難

し
い 

他
の
職
員
の
負
担
が
増
え
る 

休
業
す
る
こ
と
で
昇
任
・
昇
格
な
ど
に
不

利
に
な
る 

復
帰
後
の
職
場
や
仕
事
の
変
化
に
対
応

す
る
こ
と
が
難
し
い 

利
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
職
場
内
で
の

理
解
が
十
分
で
な
い 

休
業
す
る
こ
と
で
経
済
的
に
厳
し
く
な

る 支
障
と
な
る
こ
と
は
特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 30 歳未満 183 51.9 45.9 75.4 9.3 36.1 9.8 8.7 1.1 2.2 0.5 － 

    30 歳代 191 52.4 48.7 81.7 8.4 31.4 11.5 14.1 － 1.6 － － 

    40 歳代 301 57.8 63.5 80.4 4.3 19.3 9.6 17.3 0.3 0.7 － 0.3 

    50 歳以上 212 55.2 63.2 83.0 5.7 13.2 8.5 16.5 － － 0.5 0.5 

男性 30 歳未満 259 44.8 25.9 64.5 8.9 16.2 15.4 10.8 4.6 9.3 1.5 0.4 

    30 歳代 430 58.4 39.3 70.9 8.1 7.4 14.0 17.4 3.3 2.6 1.2 0.2 

    40 歳代 631 58.3 44.1 76.5 4.6 8.7 11.4 20.6 3.6 3.2 1.4 － 

    50 歳以上 784 49.7 44.9 72.1 4.1 10.1 12.5 15.2 4.5 4.0 0.8 0.5 
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問７ 令和 2 年 4 月 1 日現在、姫路市職員の管理職（一般行政職 係長以上）における

女性比率は 21.3％となっています。あなたは、姫路市役所における女性の職域拡

大・登用の現状についてどのように思いますか。 

次の中から 1 つ選んで番号に○をつけてください。 

「現状では不十分であり、もっと職域拡大・登用をすすめるべきである」の割合が 34.1％と最

も高く、次いで「わからない」の割合が 23.3％、「現状では不十分だが、やむを得ない」の割合

が 22.4％となっています。過去の調査と比較しても、大きな差異は認められません。 

図表 27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

13.1

13.6

17.9

11.8

17.0

19.1

13.8

10.1

24.0

26.2

24.6

20.3

20.1

23.3

21.6

22.3

30.6

33.5

33.9

47.6

25.9

28.1

31.9

40.7

29.5

23.6

18.3

15.1

34.4

22.6

26.1

20.7

2.2

3.1

4.3

5.2

2.7

6.3

6.5

5.9

0.5

1.0

0.7

0.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

14.5

13.8

24.0

22.0

36.3

33.7

21.0

24.4

3.8

5.8

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現状で十分である

現状では不十分だが、やむを得ない

現状では不十分であり、もっと職域拡大・登用をすすめるべきである

わからない

その他

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

13.9

14.8

14.9

20.7

22.4

23.2

22.4

19.6

34.1

32.4

32.4

31.2

23.3

24.1

24.7

27.0

5.3

4.9

4.9

1.2

1.0

0.6

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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問８ あなたは、姫路市役所において、女性の職域拡大・登用をすすめるためにはどの

ようにしたらよいと思いますか。 

次の中から３まで（１つでもよい）選んで番号に○をつけてください。 

「女性が多様な経験を積めるよう、人事配置や職務分担をすすめる」の割合が 37.2％と最も高

く、次いで「育児・介護などの社会的条件の整備をすすめる」の割合が 34.9％、「家事・育児な

どは女性がすべきという固定的な役割分担意識の変革をはかる」の割合が 33.0％となっていま

す。 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 30 歳未満で「育児・介護などの社会的条件の整備をす

すめる」の割合が、女性の 30 歳代で「家事・育児などは女性がすべきという固定的な役割分担意

識の変革をはかる」の割合が高くなっています。また、女性の 50 歳以上、男性の 40 歳代、50 歳

以上で「女性が多様な経験を積めるよう、人事配置や職務分担をすすめる」の割合が高くなって

います。 

図表 28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

女性が多様な経験を積めるよ

う、人事配置や職務分担をすす

める

女性職員と男性職員とは対等

なパートナーと認識するような

意識啓発をすすめる

女性職員の育成・登用について

管理職の意識を高める

家事・育児などは女性がすべき

という固定的な役割分担意識の

変革をはかる

女性職員の能力を高めるため

の研修を行う

育児・介護などの社会的条件の

整備をすすめる

残業や休日勤務を減らすなど
労働条件の改善をはかる

女性職員が働く上での悩みなど

を相談する窓口を設ける

わからない

その他

無回答

37.2

21.2

21.9

33.0

6.3

34.9

20.0

7.9

9.4

4.7

1.0

35.9

18.7

20.0

28.6

8.1

37.7

19.3

9.8

9.6

4.6

0.5

36.5

17.4

17.9

28.5

7.2

39.7

17.5

8.1

11.6

2.8

1.2

44.7

23.6

21.6

30.5

10.9

42.1

14.1

10.8

8.1

2.2

0.5

0 20 40 60 80 100

令和３年調査 （回答者数 = 3,044）

平成28年調査 （回答者数 = 4,168）

平成23年調査 （回答者数 = 3,155）

平成17年調査 （回答者数 = 1,930）
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【性別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

女
性
が
多
様
な
経
験
を
積
め
る
よ
う
劣
人
事
配

置
や
職
務
分
担
を
す
す
め
る 

女
性
職
員
と
男
性
職
員
と
は
対
等
な
パ
勖
ト
ナ

勖
と
認
識
す
る
よ
う
な
意
識
啓
発
を
す
す
め
る 

女
性
職
員
の
育
成
・
登
用
に
つ
い
て
管
理
職
の

意
識
を
高
め
る 

家
事
・
育
児
な
ど
は
女
性
が
す
べ
き
と
い
う
固

定
的
な
役
割
分
担
意
識
の
変
革
を
は
か
る 

女
性
職
員
の
能
力
を
高
め
る
た
め
の
研
修
を
行

う 育
児
・
介
護
な
ど
の
社
会
的
条
件
の
整
備
を
す

す
め
る 

残
業
や
休
日
勤
務
を
減
ら
す
な
ど
労
働
条
件
の

改
善
を
は
か
る 

女
性
職
員
が
働
く
上
で
の
悩
み
な
ど
を
相
談
す

る
窓
口
を
設
け
る 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 892 34.8 19.1 21.2 46.9 5.4 44.3 31.1 8.6 4.5 3.1 0.3 

男性 2112 38.7 22.3 22.6 27.6 6.7 31.3 15.7 7.6 11.4 5.4 0.3 

 

 

【性・年齢別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

女
性
が
多
様
な
経
験
を
積
め
る
よ
う
劣
人
事
配

置
や
職
務
分
担
を
す
す
め
る 

女
性
職
員
と
男
性
職
員
と
は
対
等
な
パ
勖
ト
ナ

勖
と
認
識
す
る
よ
う
な
意
識
啓
発
を
す
す
め
る 

女
性
職
員
の
育
成
・
登
用
に
つ
い
て
管
理
職
の

意
識
を
高
め
る 

家
事
・
育
児
な
ど
は
女
性
が
す
べ
き
と
い
う
固

定
的
な
役
割
分
担
意
識
の
変
革
を
は
か
る 

女
性
職
員
の
能
力
を
高
め
る
た
め
の
研
修
を
行

う 育
児
・
介
護
な
ど
の
社
会
的
条
件
の
整
備
を
す

す
め
る 

残
業
や
休
日
勤
務
を
減
ら
す
な
ど
労
働
条
件
の

改
善
を
は
か
る 

女
性
職
員
が
働
く
上
で
の
悩
み
な
ど
を
相
談
す

る
窓
口
を
設
け
る 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 30 歳未満 183 30.6 19.1 14.2 49.2 4.9 51.4 29.0 6.6 3.3 1.6 0.5 

    30 歳代 191 27.7 23.0 17.3 53.9 3.1 46.6 27.2 8.4 6.3 1.6 － 

    40 歳代 301 31.6 18.3 22.9 41.2 6.3 42.2 38.2 9.0 4.3 4.7 0.7 

    50 歳以上 212 48.6 17.0 28.8 46.2 6.6 40.1 25.5 9.4 4.2 3.8 － 

男性 30 歳未満 259 25.5 22.4 16.2 29.3 4.6 27.4 14.7 7.7 16.2 3.1 － 

    30 歳代 430 31.4 22.6 20.2 28.4 6.5 34.7 15.8 6.7 12.3 7.0 0.2 

    40 歳代 631 41.7 20.3 23.0 28.4 6.2 29.3 18.1 6.3 12.4 6.7 0.2 

    50 歳以上 784 44.8 24.0 25.6 26.1 8.0 32.5 14.2 9.2 8.5 4.2 0.5 
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問９ この設問は、Ｆ３で「３．その他の職員」と回答した方のみにおたずねします。 

あなたは管理職への昇格・昇任を希望しますか。 

次の中から１つ選んで番号に○をつけてください。 

「希望しない」の割合が 37.5％と最も高く、次いで「一定の条件が整えば希望する」の割合が

23.8％、「わからない」の割合が 17.5％となっています。 

性別でみると、男性に比べ、女性で「希望しない」の割合が高くなっています。 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 40 歳代、男性の 50 歳以上で「希望しない」の割合が

高くなっています。 

図表 29 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 188

　　　　40歳代 230

　　　　50歳以上 115

男性　30歳未満 258

　　　　30歳代 424

　　　　40歳代 326

　　　　50歳以上 376

8.2

5.9

4.3

5.2

23.6

23.3

16.6

5.3

25.7

22.9

21.7

15.7

34.9

34.0

24.2

7.4

35.0

47.9

53.5

49.6

12.8

25.7

32.8

55.3

25.1

16.0

11.7

19.1

23.3

10.8

17.2

21.3

6.0

7.4

8.7

10.4

5.4

6.1

9.2

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 720

男性 1,390

5.8

17.0

22.1

24.7

46.7

32.9

17.4

17.5

8.1

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望する 一定の条件が整えば希望する

希望しない わからない

無回答

回答者数 =

　 2,125 13.1 23.8 37.5 17.5 8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 9-1 この設問は、問９で「１．希望する」「２．一定の条件が整えば希望する」と 

回答した方におたずねします。 

管理職への昇格・昇任を希望する理由は何ですか。 

あてはまるものを３つまで（１つでもよい）選んで番号に○をつけてください。 

「給与が上がるから」の割合が 50.9％と最も高く、次いで「やりがいのある仕事ができるから」

の割合が 35.1％、「自分の力を試したいから」の割合が 34.8％となっています。 

性・年齢別でみると、女性の 40 歳代で「自分の力を試したいから」の割合が高くなっていま

す。また、女性、男性ともに 30 歳未満、30 歳代で「給与が上がるから」の割合が高くなってい

ます。 

図表 30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 784 ％

自分の力を試したいから

やりがいのある仕事ができるか

ら

給与が上がるから

職場改善のために何かしたい

から

施策をより良くしたいから

同期や同世代の職員から取り

残されたくないから

家族から期待されているから

その他

特に理由はない

無回答

34.8

35.1

50.9

23.0

15.8

13.4

3.6

3.8

4.5

3.6

0 20 40 60 80 100
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【性別】 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

自
分
の
力
を
試
し
た

い
か
ら 

や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
が
で
き
る
か
ら 

給
与
が
上
が
る
か
ら 

職
場
改
善
の
た
め
に

何
か
し
た
い
か
ら 

施
策
を
よ
り
良
く
し

た
い
か
ら 

同
期
や
同
世
代
の
職

員
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
く
な
い
か
ら 

家
族
か
ら
期
待
さ
れ

て
い
る
か
ら 

そ
の
他 

特
に
理
由
は
な
い 

無
回
答 

女性 201 35.3 40.3 44.3 20.4 13.9 12.4 1.5 6.0 3.5 5.0 

男性 579 34.9 33.3 53.4 24.0 16.6 13.6 4.3 3.1 4.8 2.9 

 

【性・年齢別】 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

自
分
の
力
を
試
し
た

い
か
ら 

や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
が
で
き
る
か
ら 

給
与
が
上
が
る
か
ら 

職
場
改
善
の
た
め
に

何
か
し
た
い
か
ら 

施
策
を
よ
り
良
く
し

た
い
か
ら 

同
期
や
同
世
代
の
職

員
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
く
な
い
か
ら 

家
族
か
ら
期
待
さ
れ

て
い
る
か
ら 

そ
の
他 

特
に
理
由
は
な
い 

無
回
答 

女性 30 歳未満 62 33.9 41.9 59.7 9.7 6.5 17.7 4.8 4.8 － 3.2 

    30 歳代 54 29.6 29.6 61.1 20.4 18.5 13.0 － 3.7 3.7 5.6 

    40 歳代 60 43.3 46.7 28.3 26.7 13.3 6.7 － 6.7 6.7 3.3 

    50 歳以上 24 33.3 41.7 8.3 29.2 25.0 12.5 － 8.3 4.2 12.5 

男性 30 歳未満 151 36.4 29.1 60.3 17.9 9.9 9.3 2.6 1.3 5.3 1.3 

    30 歳代 243 32.5 32.9 60.9 23.9 23.0 16.0 5.8 2.5 4.1 2.9 

    40 歳代 133 39.8 35.3 37.6 30.1 12.0 15.8 3.8 5.3 5.3 3.0 

    50 歳以上 48 31.3 41.7 39.6 27.1 16.7 10.4 4.2 4.2 6.3 8.3 
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問 9-2 この設問は、問 9 で「２．一定の条件が整えば希望する」と回答した方のみに

おたずねします。 

管理職への昇格・昇任を希望する上での「条件」とはどのようなことですか。 

あてはまるものを３つ（１つでもよい）選んで番号に○をつけてください。 

「管理職の給与が業務量や負担に見合うようになること」の割合が 36.6％と最も高く、次いで

「業務経験の機会が与えられること」の割合が 34.7％、「休日出勤や時間外勤務の削減など、働

き方が見直されること」の割合が 31.9％となっています。 

性別でみると、男性に比べ、女性で「昇任前後のサポートをする研修や制度が整うこと」、「休

日出勤や時間外勤務の削減など、働き方が見直されること」、「家庭生活や育児・介護等の負担が

軽減されること」の割合が高くなっています。また、男性で「業務経験の機会が与えられること」、

「管理職の給与が業務量や負担に見合うようになること」の割合が高くなっています。 

性・年齢別でみると、女性の 30 歳未満で「家庭生活や育児・介護等の負担が軽減されること」

の割合が、女性の 30 歳代で「休日出勤や時間外勤務の削減など、働き方が見直されること」の割

合が、男性の 40 歳代で「管理職の業務量や負担が軽減されること」の割合が高くなっています。

また、女性、男性ともに 50 歳以上で「業務経験の機会が与えられること」の割合が高くなってい

ます。 

図表 31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 505 ％

業務経験の機会が与えられる

こと

昇任前後のサポートをする研修

や制度が整うこと

休日出勤や時間外勤務の削減

など、働き方が見直されること

家庭生活や育児・介護等の負

担が軽減されること

管理職の業務量や負担が軽減

されること

管理職の給与が業務量や負担

に見合うようになること

モデルとなる管理職がいること

その他

無回答

34.7

30.5

31.9

23.0

31.1

36.6

14.3

5.9

1.2

0 20 40 60 80 100
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【性別】 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

業
務
経
験
の
機
会
が
与

え
ら
れ
る
こ
と 

昇
任
前
後
の
サ
ポ
勖
ト

を
す
る
研
修
や
制
度
が

整
う
こ
と 

休
日
出
勤
や
時
間
外
勤

務
の
削
減
な
ど
劣
働
き

方
が
見
直
さ
れ
る
こ
と 

家
庭
生
活
や
育
児
・
介

護
等
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と 

管
理
職
の
業
務
量
や
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と 

管
理
職
の
給
与
が
業
務

量
や
負
担
に
見
合
う
よ

う
に
な
る
こ
と 

モ
デ
ル
と
な
る
管
理
職

が
い
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 159 30.8 39.0 39.6 37.7 31.4 25.8 22.0 5.7 1.3 

男性 343 36.7 26.8 28.0 16.0 30.9 41.4 10.8 6.1 1.2 

 

【性・年齢別】 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

業
務
経
験
の
機
会
が
与

え
ら
れ
る
こ
と 

昇
任
前
後
の
サ
ポ
勖
ト

を
す
る
研
修
や
制
度
が

整
う
こ
と 

休
日
出
勤
や
時
間
外
勤

務
の
削
減
な
ど
劣
働
き

方
が
見
直
さ
れ
る
こ
と 

家
庭
生
活
や
育
児
・
介

護
等
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と 

管
理
職
の
業
務
量
や
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と 

管
理
職
の
給
与
が
業
務

量
や
負
担
に
見
合
う
よ

う
に
な
る
こ
と 

モ
デ
ル
と
な
る
管
理
職

が
い
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 30 歳未満 47 25.5 44.7 42.6 46.8 27.7 21.3 14.9 4.3 － 

    30 歳代 43 27.9 39.5 51.2 41.9 30.2 39.5 11.6 2.3 － 

    40 歳代 50 34.0 32.0 26.0 32.0 36.0 26.0 32.0 10.0 4.0 

    50 歳以上 18 44.4 44.4 38.9 16.7 27.8 5.6 38.9 5.6 － 

男性 30 歳未満 90 42.2 35.6 20.0 6.7 25.6 41.1 10.0 4.4 1.1 

    30 歳代 144 35.4 23.6 33.3 21.5 31.3 45.8 11.1 6.3 0.7 

    40 歳代 79 26.6 22.8 29.1 13.9 41.8 35.4 10.1 7.6 2.5 

    50 歳以上 28 53.6 28.6 25.0 21.4 17.9 39.3 14.3 7.1 － 
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問 9-3 この設問は、問 9 で「３．希望しない」と回答した方のみにおたずねします。 

管理職への昇格・昇任を希望しない理由は何ですか。 

あてはまるものを３つ（１つでもよい）選んで番号に○をつけてください。 

「能力や適性に不安があるから」の割合が 44.2％と最も高く、次いで「責任が重くなるから」

の割合が 33.8％、「管理職の仕事に対して、やりがいや達成感が見いだせないから」の割合が

27.1％となっています。 

性別でみると、男性に比べ、女性で「責任が重くなるから」、「やるべき仕事が増えるから」、「能

力や適性に不安があるから」、「家庭生活などとの両立が難しくなるから」の割合が高くなってい

ます。また、男性で「管理職の仕事に対して、やりがいや達成感が見いだせないから」の割合が

高くなっています。 

図表 32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 797 ％

責任が重くなるから

やるべき仕事が増えるから

能力や適性に不安があるから

現在の地位に満足しているから

家庭生活などとの両立が難しく

なるから

管理職の仕事に対して、やりが

いや達成感が見いだせないか
ら

男性（女性）がなればいいと思う
から

その他

特に理由はない

無回答

33.8

14.3

44.2

18.1

27.0

27.1

1.1

16.4

4.8

0.1

0 20 40 60 80 100
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【性別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

責
任
が
重
く
な
る
か
ら 

や
る
べ
き
仕
事
が
増
え
る

か
ら 

能
力
や
適
性
に
不
安
が
あ

る
か
ら 

現
在
の
地
位
に
満
足
し
て

い
る
か
ら 

家
庭
生
活
な
ど
と
の
両
立

が
難
し
く
な
る
か
ら 

管
理
職
の
仕
事
に
対
し

て
劣
や
り
が
い
や
達
成
感

が
見
い
だ
せ
な
い
か
ら 

男
性
协
女
性
卐
が
な
れ
ば
い

い
と
思
う
か
ら 

そ
の
他 

特
に
理
由
は
な
い 

無
回
答 

女性 336 44.0 19.0 55.1 17.0 47.3 22.6 1.5 7.1 1.2 － 

男性 458 26.2 10.9 36.2 18.6 12.2 30.3 0.9 23.1 7.4 0.2 

 

 

【性・年齢別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

責
任
が
重
く
な
る
か
ら 

や
る
べ
き
仕
事
が
増
え
る

か
ら 

能
力
や
適
性
に
不
安
が
あ

る
か
ら 

現
在
の
地
位
に
満
足
し
て

い
る
か
ら 

家
庭
生
活
な
ど
と
の
両
立

が
難
し
く
な
る
か
ら 

管
理
職
の
仕
事
に
対
し

て
劣
や
り
が
い
や
達
成
感

が
見
い
だ
せ
な
い
か
ら 

男
性
协
女
性
卐
が
な
れ
ば
い

い
と
思
う
か
ら 

そ
の
他 

特
に
理
由
は
な
い 

無
回
答 

女性 30 歳未満 64 54.7 25.0 64.1 12.5 37.5 23.4 － 1.6 － － 

    30 歳代 90 53.3 28.9 53.3 8.9 50.0 18.9 2.2 5.6 － － 

    40 歳代 123 42.3 12.2 59.3 24.4 60.2 25.2 1.6 3.3 － － 

    50 歳以上 57 21.1 12.3 36.8 19.3 26.3 22.8 1.8 24.6 7.0 － 

男性 30 歳未満 33 45.5 18.2 48.5 18.2 9.1 30.3 3.0 3.0 6.1 － 

    30 歳代 109 34.9 18.3 49.5 18.3 20.2 51.4 － 11.0 1.8 － 

    40 歳代 107 32.7 14.0 48.6 17.8 17.8 36.4 1.9 8.4 5.6 － 

    50 歳以上 208 15.4 4.3 20.7 19.2 5.8 15.9 0.5 40.4 11.5 0.5 
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問 10 あなたは一般的に、男女がともに職場で能力を発揮し、かつ継続して勤務する 

ためには、どのようなことが重要だと思いますか。 

次の中から３つまで（１つでもよい）選んで番号に○をつけてください。 

「男女共に育児休暇・介護休暇が取りやすくなること」の割合が 43.7％と最も高く、次いで

「「男は仕事、女は家庭」という従来の社会通念が変わること」の割合が 34.7％、「仕事に必要な

職業能力を身につけること」の割合が 34.2％となっています。 

図表 33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 28 年調査、平成 23 年調査】（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,044 ％

仕事に必要な職業能力を身につけること

「男は仕事、女は家庭」という従来の社会通念が変

わること

採用、職場配置、研修などにおいて、男女の機会

均等が確保されること

能力や実績に応じた評価（給料面を含む）がなされ

ること

男女共に育児休暇・介護休暇が取りやすくなること

結婚、出産などによりいったん退職した人が同じ企

業に再び雇用されるようになること

長時間労働の是正

働く上での悩みなどを相談する窓口を設ける

わからない

その他

無回答

34.2

34.7

25.1

29.0

43.7

19.7

22.4

4.0

3.8

2.6

2.1

0 20 40 60 80 100

平成28年調査(回答者数 = 4,168)

平成23年調査(回答者数 = 3,155)

％

職業人として自覚をもつこと

仕事に必要な職業能力を身につけること

「男は仕事、女は家庭」という従来の社会通念が変

わること

採用、職場配置、研修などにおいて、男女の機会

均等が確保されること

能力や実績に応じた評価（給料面を含む）がなされ

ること

男女共に育児休業が取りやすくなること

男女共に介護休業が取りやすくなること

結婚、出産などによりいったん退職した人が同じ企

業に再び雇用されるようになること

長時間労働の是正

わからない

その他

無回答

28.8

24.8

30.0

21.4

22.8

29.5

17.6

20.2

16.7

4.9

2.2

0.7

31.6

27.3

29.9

24.2

24.0

32.5

20.3

19.2

－

5.4

1.5

0.9

0 20 40 60 80 100
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【性別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

仕
事
に
必
要
な
職
業
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と 

助
男
は
仕
事
劣
女
は
家
庭
努
と
い
う
従
来
の
社
会
通

念
が
変
わ
る
こ
と 

採
用
劣
職
場
配
置
劣
研
修
な
ど
に
お
い
て
劣
男
女
の

機
会
均
等
が
確
保
さ
れ
る
こ
と 

能
力
や
実
績
に
応
じ
た
評
価
协
給
料
面
を
含
む
卐
が

な
さ
れ
る
こ
と 

男
女
共
に
育
児
休
暇
・
介
護
休
暇
が
取
り
や
す
く
な

る
こ
と 

結
婚
劣
出
産
な
ど
に
よ
り
い
勂
た
ん
退
職
し
た
人
が

同
じ
企
業
に
再
び
雇
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と 

長
時
間
労
働
の
是
正 

働
く
上
で
の
悩
み
な
ど
を
相
談
す
る
窓
口
を
設
け

る わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 892 30.6 45.5 21.3 28.8 54.7 23.0 31.7 3.6 1.2 1.5 1.1 

男性 2112 36.0 30.7 27.2 29.4 39.6 18.5 18.8 4.3 4.9 3.1 1.6 

 

 

【性・年齢別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

仕
事
に
必
要
な
職
業
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と 

助
男
は
仕
事
劣
女
は
家
庭
努
と
い
う
従
来
の
社
会
通

念
が
変
わ
る
こ
と 

採
用
劣
職
場
配
置
劣
研
修
な
ど
に
お
い
て
劣
男
女
の

機
会
均
等
が
確
保
さ
れ
る
こ
と 

能
力
や
実
績
に
応
じ
た
評
価
协
給
料
面
を
含
む
卐
が

な
さ
れ
る
こ
と 

男
女
共
に
育
児
休
暇
・
介
護
休
暇
が
取
り
や
す
く
な

る
こ
と 

結
婚
劣
出
産
な
ど
に
よ
り
い
勂
た
ん
退
職
し
た
人
が

同
じ
企
業
に
再
び
雇
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と 

長
時
間
労
働
の
是
正 

働
く
上
で
の
悩
み
な
ど
を
相
談
す
る
窓
口
を
設
け

る わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 30 歳未満 183 24.0 50.8 19.1 27.9 65.0 26.2 24.6 1.6 0.5 － 2.7 

    30 歳代 191 26.2 46.1 13.6 24.6 59.7 29.3 34.6 3.7 0.5 0.5 1.0 

    40 歳代 301 32.9 40.2 22.3 29.2 49.5 20.6 39.2 3.3 2.0 3.3 1.0 

    50 歳以上 212 36.8 48.1 28.8 33.0 48.6 18.4 25.0 5.2 1.4 0.9 － 

男性 30 歳未満 259 40.2 36.7 19.3 23.2 32.4 19.7 12.7 4.6 6.9 2.3 1.5 

    30 歳代 430 35.3 30.2 22.8 31.9 44.7 18.1 20.0 3.0 5.8 2.6 2.3 

    40 歳代 631 34.1 31.7 26.5 28.7 42.2 18.4 20.6 3.5 5.4 3.6 1.4 

    50 歳以上 784 36.9 28.4 32.8 30.5 37.2 18.6 18.5 5.6 3.3 3.2 1.3 
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３ 結婚、家庭生活と男女の役割について 

問 11 あなたは、結婚、家庭に関する次のような考えについて、どのように思いますか。 

①から⑤のそれぞれについてあなたの気持ちに最も近いものを１つずつ選んで 

番号に○をつけてください。 

「①結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい」で「賛成」と「ど

ちらかといえば賛成」をあわせた『賛成派』の割合が高くなっています。 

平成 28 年調査と比べると、「①結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらで

もよい」、「④結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」、「⑤結婚しても相手に満足できない

ときは離婚すればよい」について、『賛成派』の割合が増加しています。 

「②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」、「③女性は結婚したら、自分自身のことより、

夫や子どもなど家族を中心に考えて生活した方がよい」について、平成 28 年調査と比べると、

「どちらかといえば反対」と「反対」をあわせた『反対派』の割合が増加しています。 

図表 34 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,044

①結婚は個人の自由であるから、
   結婚してもしなくてもどちらでもよい

②夫は外で働き、妻は家庭を守る
   べきである

③女性は結婚したら、自分自身のこと
   より、夫や子どもなど家族を中心に
   考えて生活した方がよい

④結婚しても必ずしも子どもをもつ
   必要はない

⑤結婚しても相手に満足できない
   ときは離婚すればよい

56.7

2.2

2.3

40.4

33.0

21.0

11.5

13.0

17.9

28.4

11.1

24.8

26.8

17.7

14.2

3.0

41.5

37.3

6.5

3.6

6.8

18.5

18.9

15.9

19.4

1.4

1.4

1.7

1.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答
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図表 35 

①結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

87.4

78.0

66.8

56.1

72.2

64.0

49.0

39.3

12.0

17.3

23.9

30.7

17.0

15.6

23.1

23.5

1.0

3.7

6.6

4.2

7.7

13.8

22.3

0.7

0.9

1.2

2.6

3.6

6.4

0.5

3.7

4.7

3.8

5.0

9.3

9.4

7.8

0.3

1.9

0.4

0.9

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

70.9

51.2

21.7

21.0

3.0

14.6

0.4

4.1

3.4

8.2

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

56.7

48.0

51.1

59.7

21.0

24.3

23.2

18.7

11.1

14.3

13.6

12.2

3.0

5.4

4.6

4.6

6.8

7.6

6.8

4.5

1.4

0.5

0.7

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 36 

②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

2.7

1.0

1.0

0.5

3.1

2.8

1.4

3.4

5.5

4.7

5.6

8.5

10.4

9.8

14.1

17.2

23.5

23.6

21.6

23.6

26.3

20.0

26.6

28.4

56.3

58.6

58.5

60.4

39.8

42.8

33.6

30.0

11.5

11.0

13.0

6.1

19.7

23.7

23.6

19.9

0.5

1.0

0.3

0.9

0.8

0.9

0.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

1.2

2.7

6.2

13.9

23.1

25.9

58.3

34.9

10.5

21.8

0.7

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

2.2

2.6

3.6

4.6

11.5

18.7

20.8

24.7

24.8

28.6

28.8

25.5

41.5

33.2

28.7

31.3

18.5

16.4

17.3

13.5

1.4

0.6

0.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 37 

③女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子どもなど家族を中心に考えて生活した方がよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

1.6

1.0

1.7

0.9

3.5

3.3

2.9

1.9

7.7

11.0

11.3

9.4

13.1

11.2

14.4

16.8

29.5

29.3

27.2

30.7

23.9

24.4

26.1

28.1

52.5

45.0

44.9

49.1

38.6

39.1

32.3

29.3

8.2

13.1

14.6

8.0

20.1

21.2

23.5

22.1

0.5

0.5

0.3

1.9

0.8

0.9

0.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

1.3

2.7

10.0

14.4

29.1

26.2

47.4

33.4

11.3

22.1

0.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

2.3

3.3

4.5

6.7

13.0

20.2

22.7

26.1

26.8

31.4

31.6

28.7

37.3

27.8

24.4

26.0

18.9

16.6

15.9

12.0

1.7

0.7

1.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 38 

④結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

80.3

70.2

48.5

40.1

50.6

47.9

31.4

22.3

12.6

20.9

22.6

20.3

19.3

18.6

18.5

15.2

1.1

0.5

12.3

16.0

13.5

10.0

20.8

31.9

1.0

1.3

3.3

2.3

5.8

9.0

12.0

5.5

7.3

14.6

18.4

13.9

16.3

19.7

17.5

0.5

0.7

1.9

0.4

1.4

0.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

57.5

33.7

19.8

17.3

8.3

21.8

1.5

8.7

12.1

17.5

0.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

40.4

26.2

26.7

29.2

17.9

19.4

18.5

18.0

17.7

24.1

24.9

26.1

6.5

11.8

12.8

13.8

15.9

17.7

16.2

12.5

1.5

0.8

0.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 39 

⑤結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

50.8

52.9

38.5

30.2

35.5

37.7

26.9

24.9

28.4

25.7

35.5

30.2

23.9

24.4

28.4

30.2

4.4

5.8

8.6

16.5

16.2

12.8

17.1

18.2

2.2

1.0

0.7

1.4

3.9

6.5

4.6

4.0

14.2

14.7

16.3

20.8

20.1

17.4

22.2

21.3

0.3

0.9

0.4

1.2

0.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

42.2

29.4

30.7

27.7

9.0

16.5

1.2

4.6

16.6

20.6

0.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

33.0

21.2

21.6

25.5

28.4

28.4

27.4

27.8

14.2

22.2

22.3

22.1

3.6

7.1

7.5

8.1

19.4

20.5

20.4

16.1

1.5

0.7

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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問 12 あなたは、次にあげるような家庭内の仕事を、男女のどちらが分担するのが理想

だと思いますか。 

①から⑥のそれぞれについて１つずつ選んで番号に○をつけてください。 

すべての項目において「男女とも同じくらい」の割合が高くなっています。 

平成 28 年調査と比べると、「①食事のしたく」、「②食事の後かたづけ、食器洗い」、「③掃除」、

「④洗濯」について、「男女とも同じくらい」の割合が増加しています。 

「⑤育児・しつけ」について、平成 28 年調査と比べると、「男女とも同じくらい」の割合が減

少しています。 

「⑥看護・介護」について、平成 28 年調査と比べると、大きな変化はみられません。 

図表 40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 28 年調査までの選択肢は、「主に男性」は「夫」、「主に女性」は「妻」、「男女とも同じくらい」は

「夫妻とも同じくらい」としていました。 

 

  

回答者数 = 3,044

①食事のしたく

②食事の後かたづけ、食器洗い

③掃除

④洗濯

⑤育児・しつけ

⑥看護・介護

0.8

4.5

2.2

2.0

0.7

1.0

17.2

7.3

6.4

11.1

7.3

4.3

49.1

50.5

52.0

53.7

63.1

58.2

0.1

0.3

0.1

0.1

0.1

0.1

24.1

29.4

31.4

24.9

21.8

27.3

0.4

0.4

0.4

0.4

0.2

0.8

6.9

6.1

5.9

6.2

5.3

6.8

1.4

1.5

1.5

1.6

1.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答
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図表 41 

①食事のしたく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

図表 42 

②食事の後かたづけ、食器洗い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

1.7

5.7

3.8

8.9

56.3

48.7

0.4

35.7

27.0

0.2

o

1.5

8.0

0.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

0.1

1.1

7.6

21.3

60.5

45.0 0.1

29.0

22.3

0.3

0.4

1.7

9.0

0.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

0.8

0.6

0.3

0.7

17.2

31.1

34.4

42.1

49.1

41.6

38.7

31.5

0.1

0.1

0.1

0.2

24.1

21.2

20.5

20.5

0.4

0.3

0.4

0.6

6.9

4.5

4.2

3.6

1.4

0.6

1.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

4.5

5.9

4.7

3.3

7.3

11.9

14.9

19.4

50.5

44.5

42.1

38.1

0.3

0.5

0.3

0.4

29.4

31.9

32.5

34.5

0.4

0.4

0.4

0.4

6.1

4.2

3.8

3.2

1.5

0.6

1.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査



66 

図表 43 

③掃除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

図表 44 

④洗濯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

0.4

2.6

5.6

13.5

61.1

51.2

0.2

30.4

22.9

0.2

0.4

1.5

8.1

0.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

0.8

2.9

2.5

8.1

54.7

51.6

0.2

40.0

28.0

0.2

0.4

1.3

7.8

0.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

2.2

2.4

1.9

1.8

6.4

11.4

14.3

17.1

52.0

44.9

42.3

37.2

0.1

0.1

0.3

0.1

31.4

36.0

35.8

39.5

0.4

0.3

0.3

0.5

5.9

4.0

3.7

3.0

1.5

0.8

1.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

2.0

2.0

1.2

1.0

11.1

20.9

25.5

34.0

53.7

47.5

43.8

36.2

0.1

0.1

0.2

0.2

24.9

24.0

23.4

24.2

0.4

0.4

0.4

0.4

6.2

4.4

3.9

3.3

1.6

0.8

1.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 45 

⑤育児・しつけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

図表 46 

⑥看護・介護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

0.3

1.2

2.5

5.1

62.2

57.2

0.1

31.3

25.9

0.8

0.7

2.5

8.6

0.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

1.0

3.3

9.0

70.0

61.0

0.1

24.0

21.1

0.1

0.1

1.6

6.8

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

0.7

1.1

1.0

0.9

7.3

6.7

8.3

8.1

63.1

70.8

71.0

71.0

0.1

0.1

0.1

21.8

16.8

14.9

16.8

0.2

0.2

0.2

0.3

5.3

3.6

3.3

2.1

1.6

0.7

1.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

1.0

0.7

0.6

0.6

4.3

4.6

6.5

7.3

58.2

60.8

59.3

52.4

0.1

0.1

0.1

0.3

27.3

27.4

26.9

34.0

0.8

1.0

0.7

0.8

6.8

4.7

4.6

3.9

1.6

0.9

1.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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問 13 この設問は、F4で「2．既婚（事実婚を含む）」と回答した方にのみおたずねします。 

あなたの家庭では、次にあげるような家庭内の仕事を、実際に男女のどちらが 

分担していますか。 

①から⑥のそれぞれについて１つずつ選んで番号に○をつけてください。 

「①食事のしたく」で「主に女性」の割合が、「⑤育児・しつけ」で「男女とも同じくらい」の

割合が高くなっています。 

平成 28 年調査と比べると、「①食事のしたく」、「②食事の後かたづけ、食器洗い」、「③掃除」、

「④洗濯」について「男女とも同じくらい」の割合が増加しています。 

「⑤育児・しつけ」について、平成 28 年調査と比べると、「男女とも同じくらい」の割合が減

少しています。 

「⑥看護・介護」について、平成 28 年調査と比べると、大きな変化はみられません。 

 

図表 47 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 28 年調査までの選択肢は、「主に男性」は「夫」、「主に女性」は「妻」、「男女とも同じくらい」は

「夫妻とも同じくらい」としていました。 

  

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答

回答者数 = 2,175

①食事のしたく

②食事の後かたづけ、食器洗い

③掃除

④洗濯

⑤育児・しつけ

⑥看護・介護

4.1

12.9

8.9

10.3

1.4

1.8

67.6

44.2

43.0

50.5

30.5

21.5

19.4

31.3

36.0

28.7

46.5

34.2

0.1

0.1

0.1

5.1

7.4

7.7

5.9

8.0

8.7

0.2

0.2

0.1

0.2

0.2

0.9

1.9

2.0

1.8

1.9

10.5

30.1

1.7

1.9

2.3

2.3

2.9

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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図表 48 

①食事のしたく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

図表 49 

②食事の後かたづけ、食器洗い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 491

男性 1,674

3.3

4.4

73.3

66.0

18.3

19.8

3.5

5.5

0.2

0.1 2.5

1.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答

回答者数 =

女性 491

男性 1,674

11.0

13.5

55.2

41.1

26.7

32.7

0.1

5.5

7.9

0.2 2.6

1.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 2,175

平成28年度調査 2,958

平成23年度調査 2,371

平成17年度調査 1,393

4.1

2.6

2.1

1.3

67.6

75.1

75.3

81.3

19.4

14.6

14.0

10.5

0.1

0.3

0.1

5.1

3.1

3.0

1.7

0.2

1.9

2.3

1.9

1.9

1.3

1.1

1.0

1.7

1.4

1.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

回答者数 =

令和３年度調査 2,175

平成28年度調査 2,958

平成23年度調査 2,371

平成17年度調査 1,393

12.9

9.5

7.9

6.3

44.2

53.9

55.8

60.4

31.3

26.3

25.1

21.9

0.1

0.2

0.3

0.6

7.4

6.4

6.8

6.7

0.2

1.0

0.8

0.9

2.0

1.3

1.2

1.0

1.9

1.4

2.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 50 

③掃除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

図表 51 

④洗濯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 491

男性 1,674

12.2

9.8

49.7

50.9

29.9

28.4

0.2

0.1

6.1

5.8

0.2 2.5

1.8

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 491

男性 1,674

6.3

9.7

53.6

39.9

31.6

37.5

0.1

6.3

8.1

0.1

0.2

2.3

2.0

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 2,175

平成28年度調査 2,958

平成23年度調査 2,371

平成17年度調査 1,393

8.9

6.7

5.9

3.6

43.0

52.6

54.8

58.9

36.0

30.5

28.6

26.8

0.1

0.1

0.4

0.1

7.7

6.8

6.3

6.4

0.1

0.7

0.7

0.9

1.8

1.3

1.1

0.9

2.3

1.4

2.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

回答者数 =

令和３年度調査 2,175

平成28年度調査 2,958

平成23年度調査 2,371

平成17年度調査 1,393

10.3

6.9

4.9

3.4

50.5

61.9

66.2

69.8

28.7

23.5

21.0

18.8

0.1

0.2

0.3

0.1

5.9

3.3

3.3

2.9

0.2

1.4

1.1

1.7

1.9

1.3

1.2

0.9

2.3

1.7

2.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 52 

⑤育児・しつけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

図表 53 

⑥看護・介護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 491

男性 1,674

0.6

2.2

37.9

16.7

23.2

37.5

5.3

9.7

0.4

1.0

28.9

30.5

3.7

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 491

男性 1,674

1.9

42.2

27.1

34.6

50.1

0.2

5.7

8.7

0.2

13.6

9.6

3.7

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答

主に男性 主に女性 男女とも同じくらい

子ども 家族全員 その他の人

わからない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 2,175

平成28年度調査 2,958

平成23年度調査 2,371

平成17年度調査 1,393

1.4

1.4

1.5

1.1

30.5

30.3

28.7

29.8

46.5

51.9

53.6

50.7

0.1

8.0

5.0

4.2

4.7

0.2

0.4

0.3

0.6

10.5

8.1

7.0

8.8

2.9

2.9

4.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

回答者数 =

令和３年度調査 2,175

平成28年度調査 2,958

平成23年度調査 2,371

平成17年度調査 1,393

1.8

1.9

1.5

1.2

21.5

24.8

26.1

27.1

34.2

37.8

35.3

30.4

0.1

0.1

8.7

6.4

6.1

6.2

0.9

1.4

1.3

1.7

30.1

24.3

22.9

27.8

2.8

3.5

6.7

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査



72 

４ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 

問 14 あなたが生活していく中で、「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」 

（地域活動・学習・趣味・付き合い等）の優先度について、どのような状態が 

理想だと考えますか。また、実際の状況（現実）はどうですか。 

理想と現実それぞれについて１つ選んで番号に○をつけてください。 

（１）理 想 

「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」の割合が 29.8％と最も高く、次いで「「仕事」と「家

庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」の割合が 26.1％、「「家庭生活」を優先」の割合

が 22.5％となっています。 

平成 28 年調査と比べると、「「家庭生活」を優先」の割合が増加しています。一方、「「仕事」と

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」の割合が減少しています。 

図表 54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

0.6

2.0

16.5

25.3

1.8

3.3

32.6

29.1

2.6

2.3

8.7

9.7

34.9

22.6

1.6

5.1

0.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

1.6

2.3

3.3

22.5

17.0

17.3

2.8

1.9

1.8

29.8

30.4

27.5

2.4

2.6

2.8

9.3

8.0

8.5

26.1

34.3

35.6

4.1

3.0

2.6

1.4

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査
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（２）現 実 

「「仕事」を優先」の割合が 43.9％と最も高く、次いで「「仕事」と「家庭生活」をともに優先」

の割合が 26.3％となっています。 

平成 28 年調査と比べると、大きな変化はみられません。 

図表 55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

50.3

41.6

6.6

9.3

0.7

1.9

26.7

26.5

3.1

4.3

1.0

1.6

5.0

7.1

5.7

7.0

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

わからない

無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

43.9

43.5

42.7

8.4

6.8

7.3

1.5

1.5

1.3

26.3

27.8

26.3

3.9

4.9

6.3

1.4

1.4

1.7

6.4

8.0

8.9

6.6

5.5

4.9

1.4

0.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査
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問 15 ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を実現させるために、長時間 

労働の是正が課題となっています。あなたは、仕事をする上でどのような改善が 

必要と思いますか。 

次の中からあてはまるものを３つまで（1 つでもよい）選んで番号に○をつけて 

ください。 

「業務の負担が特定の職員だけに偏らないこと」の割合が 61.8％と最も高く、次いで「担当者

がいなくても、他の人が代替できる体制が整っていること」の割合が 55.8％、「業務の重複、無

駄をなくすこと」の割合が 39.6％となっています。 

図表 56 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,044 ％

担当者がいなくても、他の人が

代替できる体制が整っているこ

と

業務の負担が特定の職員だけ
に偏らないこと

業務の重複、無駄をなくすこと

都合に応じて、働く時間帯や長

さを調整できること（フレックスタ

イム、短時間勤務など）

都合に応じて、働く場所を選択

できること（テレワークや在宅勤

務など）

仕事以外（家事・育児・介護な
ど）での負担が軽減されること

各種休業、休暇などを取得しや

すいこと

自分の働き方に対して、職場内

（上司・同僚など）や家族の理

解・協力が得られること

労働時間の長さに関わらず、業

績が評価されること（効率性、組

織目標への貢献度など）

その他

無回答

55.8

61.8

39.6

21.9

10.4

7.0

15.0

14.6

9.0

4.5

1.4

0 20 40 60 80 100
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【性別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

担
当
者
が
い
な
く
て
も
劣
他
の
人
が
代
替
で
き
る
体

制
が
整
勂
て
い
る
こ
と 

業
務
の
負
担
が
特
定
の
職
員
だ
け
に
偏
ら
な
い
こ

と 業
務
の
重
複
劣
無
駄
を
な
く
す
こ
と 

都
合
に
応
じ
て
劣
働
く
時
間
帯
や
長
さ
を
調
整
で
き

る
こ
と
协
フ
レ
勏
ク
ス
タ
イ
ム
劣
短
時
間
勤
務
な
ど
卐 

都
合
に
応
じ
て
劣
働
く
場
所
を
選
択
で
き
る
こ
と

协
テ
レ
ワ
勖
ク
や
在
宅
勤
務
な
ど
卐 

仕
事
以
外
协
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
卐
で
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と 

各
種
休
業
劣
休
暇
な
ど
を
取
得
し
や
す
い
こ
と 

自
分
の
働
き
方
に
対
し
て
劣
職
場
内
协
上
司
・
同
僚

な
ど
卐
や
家
族
の
理
解
・
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と 

労
働
時
間
の
長
さ
に
関
わ
ら
ず
劣
業
績
が
評
価
さ
れ

る
こ
と
协
効
率
性
劣
組
織
目
標
へ
の
貢
献
度
な
ど
卐 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 892 59.2 61.2 40.5 32.6 11.4 10.9 17.6 18.6 9.1 1.8 0.6 

男性 2112 55.0 62.7 39.7 17.7 10.2 5.4 14.0 13.0 9.0 5.6 0.8 

 

 

【性・年齢別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

担
当
者
が
い
な
く
て
も
劣
他
の
人
が
代
替
で
き
る
体

制
が
整
勂
て
い
る
こ
と 

業
務
の
負
担
が
特
定
の
職
員
だ
け
に
偏
ら
な
い
こ

と 業
務
の
重
複
劣
無
駄
を
な
く
す
こ
と 

都
合
に
応
じ
て
劣
働
く
時
間
帯
や
長
さ
を
調
整
で
き

る
こ
と
协
フ
レ
勏
ク
ス
タ
イ
ム
劣
短
時
間
勤
務
な
ど
卐 

都
合
に
応
じ
て
劣
働
く
場
所
を
選
択
で
き
る
こ
と

协
テ
レ
ワ
勖
ク
や
在
宅
勤
務
な
ど
卐 

仕
事
以
外
协
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
卐
で
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と 

各
種
休
業
劣
休
暇
な
ど
を
取
得
し
や
す
い
こ
と 

自
分
の
働
き
方
に
対
し
て
劣
職
場
内
协
上
司
・
同
僚

な
ど
卐
や
家
族
の
理
解
・
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と 

労
働
時
間
の
長
さ
に
関
わ
ら
ず
劣
業
績
が
評
価
さ
れ

る
こ
と
协
効
率
性
劣
組
織
目
標
へ
の
貢
献
度
な
ど
卐 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 30 歳未満 183 53.6 61.7 42.1 31.7 11.5 9.3 27.3 15.8 6.6 1.1 0.5 

    30 歳代 191 62.8 60.7 38.7 34.0 15.2 8.9 16.2 17.3 8.4 1.6 － 

    40 歳代 301 60.5 59.8 42.9 35.2 12.0 11.0 13.3 19.6 11.3 2.7 0.7 

    50 歳以上 212 59.0 62.7 37.7 28.3 7.5 13.7 16.5 21.2 9.0 1.4 0.9 

男性 30 歳未満 259 45.6 59.1 42.1 16.6 13.9 3.1 19.3 10.8 6.6 4.6 0.4 

    30 歳代 430 54.2 61.4 44.2 18.1 12.8 4.2 11.9 13.5 8.6 6.0 1.9 

    40 歳代 631 56.9 64.5 41.2 16.8 10.6 6.2 14.3 13.8 9.7 6.7 0.2 

    50 歳以上 784 57.3 63.3 35.1 18.6 7.3 6.3 13.3 12.9 9.3 4.7 0.9 
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５ 人権について 

問 16 あなたは、ハラスメント（嫌がらせ）をなくすためには、どのようなことが重要

だと思いますか。 

次の中から３つまで（１つでもよい）選んで番号に○をつけてください。 

「周りの人がハラスメントを見過ごさず、指摘する」の割合が 44.4％と最も高く、次いで「管

理職がハラスメントについて十分認識し、職員の指導を行う」の割合が 39.0％、「職場全体の意

識を高めるため、職員研修や教育を積極的に行う」の割合が 37.2％となっています。 

性別でみると、女性で「管理職がハラスメントについて十分認識し、職員の指導を行う」、「周

りの人がハラスメントを見過ごさず、指摘する」の割合が高くなっています。また、男性で「被

害者がはっきり拒絶・抗議する」、「被害者が組織的に立ちあがり、社会に訴える」の割合が高く

なっています。 

図表 57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 3,044 ％

被害者が組織的に立ちあがり、

社会に訴える

管理職がハラスメントについて

十分認識し、職員の指導を行う

利用しやすい相談・苦情処理窓

口を充実させ、防止に向けた体

制を整備する

未然防止のためパンフレットな

どでＰＲ・意識啓発を行う

加害者に対して、懲戒処分も含

めきびしく対応する

周りの人がハラスメントを見過

ごさず、指摘する

その他

無回答

被害者がはっきり拒絶・抗議する

職場全体の意識を高めるため、

職員研修や教育を積極的に行う

23.6

9.9

37.2

39.0

29.0

4.3

30.7

44.4

3.6

1.4

0 20 40 60 80 100
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【性別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

被
害
者
が
は
勂
き
り
拒
絶
・
抗

議
す
る 

被
害
者
が
組
織
的
に
立
ち
あ

が
り
劣
社
会
に
訴
え
る 

職
場
全
体
の
意
識
を
高
め
る

た
め
劣
職
員
研
修
や
教
育
を
積

極
的
に
行
う 

管
理
職
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
十
分
認
識
し
劣
職
員
の

指
導
を
行
う 

利
用
し
や
す
い
相
談
・
苦
情
処

理
窓
口
を
充
実
さ
せ
劣
防
止
に

向
け
た
体
制
を
整
備
す
る 

未
然
防
止
の
た
め
パ
ン
フ
レ

勏
ト
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
・
意
識
啓
発

を
行
う 

加
害
者
に
対
し
て
劣
懲
戒
処
分

も
含
め
き
び
し
く
対
応
す
る 

周
り
の
人
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
見
過
ご
さ
ず
劣
指
摘
す
る 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 892 17.5 6.4 40.6 45.5 32.2 4.0 31.5 55.4 1.6 0.6 

男性 2112 26.4 11.4 36.2 36.7 27.9 4.5 30.7 40.2 4.4 0.8 

 

 

【性・年齢別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

被
害
者
が
は
勂
き
り
拒
絶
・
抗

議
す
る 

被
害
者
が
組
織
的
に
立
ち
あ

が
り
劣
社
会
に
訴
え
る 

職
場
全
体
の
意
識
を
高
め
る

た
め
劣
職
員
研
修
や
教
育
を
積

極
的
に
行
う 

管
理
職
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
十
分
認
識
し
劣
職
員
の

指
導
を
行
う 

利
用
し
や
す
い
相
談
・
苦
情
処

理
窓
口
を
充
実
さ
せ
劣
防
止
に

向
け
た
体
制
を
整
備
す
る 

未
然
防
止
の
た
め
パ
ン
フ
レ

勏
ト
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
・
意
識
啓
発

を
行
う 

加
害
者
に
対
し
て
劣
懲
戒
処
分

も
含
め
き
び
し
く
対
応
す
る 

周
り
の
人
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
見
過
ご
さ
ず
劣
指
摘
す
る 

そ
の
他 

無
回
答 

女性 30 歳未満 183 13.7 6.0 31.1 51.4 26.2 2.2 37.2 55.7 1.1 1.1 

    30 歳代 191 17.3 8.9 34.6 42.4 31.9 2.1 39.3 52.9 1.6 － 

    40 歳代 301 18.3 5.3 46.2 49.2 33.9 4.7 30.9 55.8 1.3 0.3 

    50 歳以上 212 20.3 6.1 47.2 37.7 34.9 6.6 20.3 57.1 1.9 0.9 

男性 30 歳未満 259 27.0 12.4 24.7 39.4 23.2 3.5 35.1 33.6 4.2 0.8 

    30 歳代 430 28.6 13.0 31.2 39.1 23.5 2.3 34.4 39.1 6.3 1.2 

    40 歳代 631 23.0 9.4 38.4 38.8 26.6 5.5 30.4 40.4 5.2 0.3 

    50 歳以上 784 27.8 11.7 40.9 32.9 33.2 5.2 27.7 42.9 2.7 0.8 
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問 17 あなたは、職場でのハラスメントについて、自分やまわりの人が経験したことが

ありますか。 

次の中からあてはまるものをすべて選んで番号に○をつけてください。 

「パワー・ハラスメント」の割合が 45.1％と最も高く、次いで「全くない」の割合が 44.0％、

「セクシュアル・ハラスメント」の割合が 13.6％となっています。 

性別でみると、男性に比べ、女性で「セクシュアル・ハラスメント」の割合が高くなっていま

す。 

図表 58 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

セ
ク
シ
勑
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

パ
ワ
勖
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト 

マ
タ
ニ
テ
勋
・ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

そ
の
他
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト 

全
く
な
い 

無
回
答 

女性 892 22.2 42.9 7.4 7.3 39.9 2.8 

男性 2112 10.0 46.5 1.7 6.6 46.1 1.9 

 

【性・年齢別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

セ
ク
シ
勑
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

パ
ワ
勖
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト 

マ
タ
ニ
テ
勋
・ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

そ
の
他
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト 

全
く
な
い 

無
回
答 

女性 30 歳未満 183 12.6 27.9 3.3 3.8 62.3 1.6 

    30 歳代 191 20.4 37.7 8.4 6.3 44.5 2.1 

    40 歳代 301 27.9 47.8 9.0 9.6 31.2 3.3 

    50 歳以上 212 24.5 52.8 7.1 7.5 29.7 3.8 

男性 30 歳未満 259 8.5 29.7 1.9 3.9 64.9 0.8 

    30 歳代 430 9.3 48.6 1.2 4.7 43.5 1.9 

    40 歳代 631 12.2 52.6 2.2 7.4 39.3 2.4 

    50 歳以上 784 9.2 46.0 1.3 7.9 47.1 1.7   

回答者数 = 3,044 ％

セクシュアル・ハラスメント

パワー・ハラスメント

マタニティ・ハラスメント

その他のハラスメント

全くない

無回答

13.6

45.1

3.3

6.8

44.0

2.8

0 20 40 60 80 100
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問 17-1 問 17 で「１．セクシュアル・ハラスメント」「２．パワー・ハラスメント」

「３．マタニティ・ハラスメント」「４．その他のハラスメント」を選択した方

におたずねします。 

あなたは、ハラスメントに対してどのような対応をしましたか。 

次の中からあてはまるものをすべて選んで番号に○をつけてください。 

「どこ（だれ）にも相談しなかった」の割合が 50.5％と最も高く、次いで「信頼できる人に相

談した」の割合が 35.7％、「職場内の機関（人事課、職員倫理課など）に相談した」の割合が 11.5％

となっています。 

性別でみると、男性に比べ、女性で「信頼できる人に相談した」の割合が高くなっています。

また、男性で「どこ（だれ）にも相談しなかった」の割合が高くなっています。 

図表 59 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

職

場

内

の

機

関

协
人
事
課
劣
職
員

倫
理
課
な
ど
卐
に

相
談
し
た 

職

場

外

の

機

関

协
労
働
監
督
基
準

署
劣
警
察
な
ど
卐
に

相
談
し
た 

信
頼
で
き
る
人
に

相
談
し
た 

加
害
者
に
直
接
抗

議
し
た 

ど
こ
协
だ
れ
卐
に
も

相
談
し
な
か
勂
た 

無
回
答 

女性 478 13.6 1.5 49.0 9.2 41.2 1.7 

男性 1034 10.6 2.7 29.7 9.7 54.7 2.5 

 

【性・年齢別】 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
协
件
卐 

職

場

内

の

機

関

协
人
事
課
劣
職
員

倫
理
課
な
ど
卐
に

相
談
し
た 

職

場

外

の

機

関

协
労
働
監
督
基
準

署
劣
警
察
な
ど
卐
に

相
談
し
た 

信
頼
で
き
る
人
に

相
談
し
た 

加
害
者
に
直
接
抗

議
し
た 

ど
こ
协
だ
れ
卐
に
も

相
談
し
な
か
勂
た 

無
回
答 

女性 30 歳未満 62 14.5 1.6 62.9 4.8 32.3 4.8 

    30 歳代 95 13.7 1.1 52.6 8.4 37.9 2.1 

    40 歳代 183 12.6 1.6 48.6 9.3 43.7 0.5 

    50 歳以上 133 15.0 1.5 39.8 11.3 45.1 0.8 

男性 30 歳未満 86 8.1 3.5 37.2 3.5 46.5 7.0 

    30 歳代 224 8.9 3.6 27.7 8.0 55.4 4.5 

    40 歳代 346 9.0 2.6 30.3 9.2 58.4 1.2 

    50 歳以上 374 13.9 2.1 28.9 12.3 52.7 1.6   

回答者数 = 1,522 ％

職場内の機関（人事課、職員倫

理課など）に相談した

職場外の機関（労働監督基準

署、警察など）に相談した

信頼できる人に相談した

加害者に直接抗議した

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

11.5

2.3

35.7

9.5

50.5

2.3

0 20 40 60 80 100
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６ 男女共同参画に関する施策などについて 

問 18 次の男女共同参画に関する事項を、あなたはどの程度ご存知ですか。 

①から⑮のそれぞれについて１つずつ選んで番号に○をつけてください。 

「⑦ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」「⑨リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性

と生殖に関する健康／権利）」で「知らない」の割合が高くなっています。 

過去の調査と比較すると、「④育児・介護休業法」「⑤配偶者からの暴力の防止及び被害者の保

護等に関する法律（DV 防止法）」と新しい選択肢の「⑪姫路市男女共同参画推進条例」を除いた

項目で、「知らない」の割合が年々減少しています。 

図表 60 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 = 3,044

①男女共同参画社会

②男女共同参画社会基本法

③女性の職業生活における活躍の
   推進に関する法律
   （女性活躍推進法）

④育児・介護休業法

⑤配偶者からの暴力の防止及び
   被害者の保護等に関する法律
   （DV防止法）
⑥デートＤＶ（恋人同士など結婚
   していない男女間での体、
   言葉、態度による暴力）

⑦ポジティブ・アクション
   （積極的改善措置）

⑧ジェンダー（社会的・文化的に
   つくられた性別）

⑨リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
   （性と生殖に関する健康／権利）

⑩ワーク・ライフ・バランス
   （仕事と生活の調和）

⑪姫路市男女共同参画推進条例

⑫姫路市男女共同参画プラン

⑬姫路市男女平等に関する
   表現指針

⑭姫路市職員男女共同参画率先
   行動計画

  

⑮配偶者暴力相談支援センター

22.7

9.9

6.2

14.7

12.6

16.5

3.5

24.6

4.0

44.0

16.4

17.8

9.7

9.6

11.5

71.2

76.7

67.0

73.2

77.8

64.3

39.5

65.3

34.7

50.6

71.8

71.0

60.9

59.1

61.8

4.4

11.4

24.7

10.3

7.4

17.2

54.7

8.3

58.8

3.5

9.9

9.3

27.3

28.7

24.0

1.8

2.0

2.0

1.8

2.1

2.0

2.2

1.7

2.5

1.9

1.9

1.9

2.1

2.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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図表 61 

①男女共同参画社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

15.8

21.5

28.6

32.1

16.2

17.0

20.1

28.2

81.4

73.3

69.4

66.0

78.8

76.5

73.2

65.1

2.2

3.7

1.0

1.4

4.6

4.9

5.7

5.4

0.5

1.6

1.0

0.5

0.4

1.6

1.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

25.2

22.0

72.0

71.5

1.9

5.3

0.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

22.7

17.1

15.2

12.5

71.2

70.8

68.5

62.6

4.4

8.2

11.8

23.7

1.8

3.9

4.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 62 

②男女共同参画社会基本法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

9.2

10.4

80.9

75.8

8.4

12.6

1.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

6.6

9.9

8.0

12.7

11.2

8.1

8.2

13.3

88.0

78.0

82.1

75.5

81.9

80.5

75.4

71.4

4.9

10.5

8.3

9.9

6.6

10.5

15.2

13.6

0.5

1.6

1.7

1.9

0.4

0.9

1.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

9.9

6.4

5.2

5.8

76.7

64.3

59.4

48.7

11.4

25.1

30.8

44.4

2.0

4.1

4.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 63 

③女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

2.2

4.2

5.0

8.0

7.7

6.5

5.2

8.3

74.9

70.2

73.1

68.9

70.3

70.7

64.0

62.9

21.9

24.6

20.3

21.7

21.2

21.2

29.5

27.3

1.1

1.0

1.7

1.4

0.8

1.6

1.3

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

4.9

6.9

71.9

65.7

21.9

26.0

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

6.2

2.9

67.0

44.0

24.7

48.9

2.0

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査
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図表 64 

④育児・介護休業法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

16.4

22.0

21.3

26.9

9.7

12.8

10.5

13.4

74.3

72.3

74.4

68.9

73.4

74.2

74.0

74.7

8.7

5.2

3.3

3.8

16.6

11.9

13.9

10.5

0.5

0.5

1.0

0.5

0.4

1.2

1.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

21.9

11.9

72.5

74.2

4.9

12.6

0.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

14.7

16.6

17.6

20.1

73.2

68.0

69.6

67.5

10.3

11.1

8.4

11.3

1.8

4.3

4.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 65 

⑤配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

10.9

14.1

13.0

17.0

11.2

10.7

12.5

13.4

77.6

79.1

82.1

79.2

74.1

78.8

78.6

78.1

10.4

5.8

3.0

2.8

13.5

8.8

7.8

6.8

1.1

1.0

2.0

0.9

1.2

1.6

1.1

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

13.9

12.3

79.6

77.9

5.0

8.3

1.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

12.6

14.6

13.2

15.4

77.8

73.1

75.5

71.5

7.4

8.3

6.8

12.0

2.1

4.0

4.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 66 

⑥デートＤＶ（恋人同士など結婚していない男女間での体、言葉、態度による暴力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

23.5

13.7

65.0

64.9

10.4

19.9

1.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

20.2

24.6

24.9

23.1

10.4

13.7

16.2

12.9

65.6

62.3

66.4

65.1

64.1

65.6

65.9

63.8

13.7

13.1

7.3

9.9

24.7

19.1

16.6

21.6

0.5

1.3

1.9

0.8

1.6

1.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

16.5

15.9

13.1

64.3

56.9

57.4

17.2

23.3

24.9

2.0

3.8

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査
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図表 67 

⑦ポジティブ・アクション（積極的改善措置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

1.1

4.2

3.0

3.8

5.0

3.3

4.0

3.6

39.9

35.1

38.9

43.4

53.3

45.6

36.8

35.7

57.4

60.7

55.8

52.4

40.5

49.8

57.1

59.1

1.6

2.3

0.5

1.2

1.4

2.2

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

3.1

3.8

39.5

40.2

56.2

54.4

1.2

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

3.5

2.5

2.2

2.6

39.5

28.8

25.9

23.9

54.7

64.6

67.0

72.3

2.2

4.1

5.0

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 68 

⑧ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

29.5

39.3

35.9

35.8

21.6

22.8

20.8

18.6

66.7

56.0

61.5

58.0

66.8

67.7

69.9

67.3

3.3

4.2

1.7

5.2

10.8

8.6

8.1

12.6

0.5

0.5

1.0

0.9

0.8

0.9

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

35.3

20.5

60.5

68.1

3.4

10.2

0.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

24.6

19.1

17.9

21.0

65.3

52.0

47.8

42.5

8.3

24.9

29.8

35.2

1.7

4.0

4.6

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 69 

⑨リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康／権利） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

2.2

3.7

7.3

9.0

5.0

1.9

4.0

2.8

37.2

33.5

34.6

35.8

48.6

40.5

33.4

29.0

57.9

61.8

55.8

54.2

45.9

55.3

61.3

65.9

2.7

1.0

2.3

0.9

0.4

2.3

1.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

5.8

3.2

35.4

35.0

57.0

60.0

1.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

4.0

2.9

2.6

3.0

34.7

20.0

18.6

19.2

58.8

73.0

74.1

76.5

2.5

4.1

4.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 70 

⑩ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

50.8

54.5

50.5

52.4

33.2

43.0

42.9

42.1

45.9

42.9

48.5

43.9

61.4

52.1

51.0

52.2

1.1

2.6

0.3

2.4

5.0

3.5

4.8

4.1

2.2

0.7

1.4

0.4

1.4

1.3

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

51.8

41.4

45.7

53.0

1.5

4.3

1.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

44.0

34.4

18.3

50.6

50.8

53.4

3.5

10.9

23.5

1.9

4.0

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査
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図表 71 

⑪姫路市男女共同参画推進条例【新設】 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

4.9

8.4

18.9

25.0

5.4

11.4

16.3

25.1

76.0

79.1

76.1

68.4

76.1

78.4

73.4

64.4

18.0

12.6

3.7

5.7

17.8

8.8

9.5

8.8

1.1

1.3

0.9

0.8

1.4

0.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

15.2

17.2

74.9

71.4

9.0

10.1

0.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 3,044 16.4 71.8 9.9 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査令和３年調査
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図表 72 

⑫姫路市男女共同参画プラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

6.0

10.5

23.6

27.8

5.8

11.6

16.8

26.5

76.5

78.5

70.1

66.5

73.7

78.1

74.0

64.2

15.8

10.5

4.0

4.2

20.1

9.1

7.9

8.2

1.6

0.5

2.3

1.4

0.4

1.2

1.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

18.3

17.9

72.3

71.3

7.8

9.7

1.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

17.8

15.8

11.7

10.8

71.0

65.9

66.5

57.6

9.3

14.4

17.3

30.3

1.9

3.8

4.6

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 73 

⑬姫路市男女平等に関する表現指針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

1.6

5.8

10.0

15.6

3.9

6.0

9.5

15.4

60.1

61.3

67.1

61.8

64.9

66.7

58.8

57.5

37.2

33.0

21.9

20.8

30.5

26.0

30.0

25.0

1.1

1.0

1.9

0.8

1.2

1.7

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

8.7

10.3

63.2

60.7

27.0

27.4

1.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

9.7

8.5

7.6

7.7

60.9

50.4

48.6

37.7

27.3

37.2

39.2

53.3

2.1

3.9

4.6

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査
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図表 74 

⑭姫路市職員男女共同参画率先行動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

1.6

5.2

7.6

13.7

4.6

6.0

9.0

16.6

51.9

56.0

64.8

62.7

60.6

63.3

59.6

57.3

44.3

36.1

26.2

22.2

32.8

28.8

29.5

24.0

2.2

2.6

1.3

1.4

1.9

1.9

1.9

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

7.5

10.7

59.8

59.6

30.9

27.8

1.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

9.6

8.0

4.8

59.1

46.0

43.3

28.7

42.2

47.2

2.6

3.9

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査
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図表 75 

⑮配偶者暴力相談支援センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

6.6

14.7

18.6

20.8

5.8

9.1

11.7

10.1

62.3

60.7

67.4

64.6

56.8

63.7

64.5

59.2

29.5

23.6

13.0

10.8

36.3

24.9

22.2

27.8

1.6

1.0

1.0

3.8

1.2

2.3

1.6

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 見聞きしたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

15.9

9.8

64.2

61.5

18.0

26.6

1.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和３年度調査 3,044

平成28年度調査 4,168

平成23年度調査 3,155

平成17年度調査 1,930

11.5

7.8

3.2

3.9

61.8

48.8

41.8

38.9

24.0

39.4

50.4

55.9

2.8

4.0

4.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年調査

平成28年調査

平成23年調査

平成17年調査



96 

問 19 あなたは、姫路市男女共同参画推進センター“あいめっせ”をご存知ですか。 

また、利用したことがありますか。 

次の中から１つ選んで番号に○をつけてください。 

「センターの事業内容は知っているが、利用したことはない」の割合が 54.3％と最も高く、次

いで「センターの事業内容は知らないし、利用したこともない」の割合が 33.5％となっています。 

図表 76 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 =

女性　30歳未満 183

　　　　30歳代 191

　　　　40歳代 301

　　　　50歳以上 212

男性　30歳未満 259

　　　　30歳代 430

　　　　40歳代 631

　　　　50歳以上 784

0.5

7.9

14.6

15.6

3.1

4.4

7.9

8.4

50.8

55.0

65.1

68.4

28.2

53.5

56.1

56.3

47.0

33.5

16.3

13.7

65.6

37.2

31.7

31.8

0.5

2.6

3.3

1.9

2.3

3.0

3.0

2.2

1.1

1.0

0.7

0.5

0.8

1.9

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 892

男性 2,112

10.7

6.8

60.8

52.2

25.6

37.0

2.2

2.6

0.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 3,044 7.9 54.3 33.5

2.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

センターの事業内容を知っており、利用したことがある

センターの事業内容は知っているが、利用したことはない

センターの事業内容は知らないし、利用したこともない

センターの事業内容は知らないが、利用したことがある

無回答



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 
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資料 調査票 
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